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は じ め に

□ あるバスに、幼児教育機関の広告が 貼られていました。――

“「子育てはたいへん」”。よく見てみると、そのあとに「おもしろ

い」と書いてありました。 そう、「子育ては、たいへん」。でも、

「たいへんだけどおもしろい」、「たいへんだからおもしろい」……。
・ ・ ・ ・ ・ ・

□ 上小＜体の栄養・心の栄養＞プロジェクト推進委員会は、子どもたちにたっぷりと「体の栄養・心の栄養」

を注ぐために、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たすとともに、協働して子どもたちの育ちと学びを支

援することが大切だと考えて、いろいろな取組をしてきました。

□ この冊子は、①「“こんなときどうする？”アンケート」を配付し、子育てで悩んでいることや迷っている

ことを募集（対保護者・教職員等）、②「“私はこう考える”アンケート」（①を整理したもの）を配付し、各

項目についての回答やヒントを募集（対保護者・教職員等）、③ ②を整理して公開編集会議（学校の日）に示

し、内容を検討、という手順で作成しました。公開編集会議では、「同じような悩みを持っている人がいて安

心した」、「いろいろな考え方があるので、自分の考えをつくる参考になる」などの感想が出されました。

□ “子育ては、育児（子ども育て）・育自（自分育て）・育地（地域育て）”と言った方がいます。この冊子が

上西郷小学校区の「三つの“いくじ”」のきっかけになることを願っています。
・ ・ ・

平成20年(2008年）３月 福津市立上西郷小学校＜から・ころ・ピー＞推進委員会

◇ 校区での子どもたちの育ちを支えるため、本校では上記の趣旨で『子育てナビ』

を作成しました。それから 11年、子どもたちを取り巻く社会の様子も変わり、
“子育て”に関する悩みや情報も新たなものが出てきています。

◇ そのような状況の中、現在の社会情勢を踏まえた子育ての悩みを募集し、項目

についての回答を募集する、という手順で、本校の財産である『子育てナビ』を

今回改訂しました。

◇ 11 年前に出された項目を読み返すと、現在の“子育て”に関する悩みに対する
回答になるものがたくさんあります。今回改訂した部分を含め、本冊子を上西郷

小学校区の「三つの“いくじ”」のきっかけと活用くださることを切に願います。
・ ・ ・

◇ 改訂作業は今回だけでなく、今後も継続していこうと考えています。この作業

が、学校・家庭・地域における“子育て”に関する悩みやその解決策を共有する

ための「つなぎ」となることを期待しています。

平成31年(2019年）３月

コミュニティ・スクール上西郷（福津市立上西郷小学校）

校 長 的 場 隆 幸
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１ 生活リズム □■

１ 夕方遅くまで遊んでいる子を見かけたので注意したら、「う

ちはまだＯＫだもん」と言われてしまいました。こういうこと

があると声がかけにくいなあと思います。

２ 夏は夕方といってもまだ明るいですが、わが家では「５時

までに家に帰る」と決めています。小学生になって、友達と遊

ぶのが楽しくて、一度５時半くらいに帰ってきたので、怒りま

した。本人は、心配していた私を見て、やっと、「５時まで」

の意味を理解したようでした。

はじめは、「だって○○ちゃんちはまだいいとよ」と言って

いましたが、「人の家は人の家、わが家の決まりは決まりよ」

と言いました。大勢で遊んでいたりすると、一人だけ抜けて帰

るというのは少しかわいそうかな？と思いますが。

○ 本当かな？；（ １ について）

「うちはまだOK」というのが本

当かどうかはあやしいですね。

その子の名前がわかっているなら、

直接親ごさんに話してみるか、先生

に伝えてみてはどうでしょう。

よく見かけるようであれば、親の

目が届いていないのかもしれません。
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○ 「わが家のルール」はあっ

ていい；（ ２ について）

「わが家のルール」はあっていい

と思います。「うちはこういう考えで、

こういうルールにするね」と子ども

に伝えます。人と同じルールもある

し、わが家のルールだってあります。

○ 懇談会の話題にしたら？；

PTAの懇談会での話題にしたらど

うでしょうか。参加が少ない場合は、

その後アンケートを出したり、その

回答を「学級委員だより」として出

したりして、親同士のコミュニケー

ションをとったらどうでしょう。

３ 就寝時刻を午後10時に決めていますので、10時から始まる

１時間ドラマをビデオに撮って翌日見ています。しかし、それ

では翌日学校での友達との会話に入っていけないと言います。

何か良い考えは？

○ 聞き役になれば？；

「自分の家では寝る時間なので見

られなかった」とはっきり言わせ、

他の子がお話をしている内容をよく

聞いて、聞き役になるようアドバイ

スしたらいいと思います。聞き出す

ときの言葉を教えてあげてください。

○ 早寝優先！；

子どものためには、早く寝かせた

方が断然いいと思います。話題につ

いていけないのなら、１時間ほど早

く寝かせて、翌日早く起こして、撮

ったビデオを見るというのはどうで

しょう？

○ 話題はテレビ以外にもあり

ます：

午後10時から始まるテレビは、小

学生にとってちょっと大人すぎるの

では……と思います。時間と内容か

ら考えて好ましくないと思えば、見

せません。

それに、友達との会話は、テレビ

以外にもたくさんあるので、心配し

なくていいと思います。

４ ゲームばかりしています。時間を決めているのに守れず、

こちらも注意するのがイヤになっています。

○ 守れない理由は？；

時間を決めているのに守れないと

いうのはどういうことでしょう。「守

れないときはどうするか」、「なぜそ

ういう約束をするのか」など、子ど

もと話し合い、生活リズムが定着す
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るまで、親も徹底してそれを守るこ

とが大切と思います。それが、他の

しつけにもつながるでしょう。

○ 約束は話し合ってから；

約束の時間が守れないのなら、ゲ

ームはさせません。ただし、約束は

親子できちんと話し合って決めます。

○ 親子がお互いにストレスの

原因？ 仕切直しを；

注意しても守らない状態になって

いるのですね。お互いにストレスが

たまります。

こんなとき親が意地を張っても、

たぶん悪循環になってしまうし、か

といって、注意するのがイヤになっ

て投げ出しても困ります。子どもの

方もいやな気分になるでしょう。

こうなるとたいへんだなあと、お

気持ちを察します。（もっと早いうち

に約束事を決めていれば……と思い

ますが、それができなかったから困

っているのですよね。）

「こういう状態では、私はとても

いやな気持ちになる。あなたも、気

持ちよくゲームをしたいでしょう」

と声をかけて、改めて、「約束」のし

きり直しをする話し合いをしたらど

うでしょう。あきらめずに頑張って！

○ 「約束」が「押しつけ」に

なっていたのでは？；

「約束」が「押しつけ」になって

いては、また守らなくなってしまう

でしょう。

お互いが気持ちよく暮らせるため

のルールづくりをすることは、ゲー

ムのことだけでなく、

生活リズムを作るうえ

でとても大切なことだ

と思います。

こ ん な 視 点 か ら も 考 え て み て は ど う で し ょ う

ゲーム10分、
テレビ15分我慢
神戸新聞 (2008.1/1)から

今年５月に神戸市内で開催され

る主要国首脳会議（サミット）の環境大臣会合をを前に、神戸市子

ども会連合会は、地球温暖化防止に向けた取り組みを、今月、スタ

ートさせる。

C O 2 削 減

僕 ら の 手 で
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日常生活でのちょっとした我慢や気配りで、一人が一日 100gの CO
２（二酸化炭素）削減を目指す。名付けて「CO ２ 1000 ｇ削減プロジ
ェクト」。市全域の子どもたちが一斉に取り組むのは全国で初めてと

いい、関係者は「家庭でエコ活動の輪が広がれば」と期待している。

（中略）削減プロジェクトでは、一人が一日100ｇのCO２削減を目

標に掲げる。具体的にCO２を10g減らすための方法として、

①外出や就寝の４分前に暖房を切る、②使わない部屋の電気を 30 分
切る、③テレビゲームを10分我慢する、④テレビを15分我慢する、

⑤シャワーや水道を２分以上出しっぱなしでは使わない、の５項目。

子どもには、一マス 10 ｇ単位で表裏に 6000 ｇまで記載されたカ
ードを配布。CO ２を 10 ｇ削減するごとに一マスずつ塗りつぶして
いき、一目で削減状況がわかる仕組み。何枚でもチャレンジできる。

1000万ｇの CO ２は、樹齢 10年のドングリ 1000本が１年間に吸収す
る量に相当するという。（略）

２ 食生活 □■

５ 朝ご飯にいつも苦労しています。子どもが喜び、しかも簡

単な朝ご飯の作り方は？

○ 食べやすいものを；

用意してもなかなか食べないよう

なら、果物やヨーグルト、コーンフ

レーク、おにぎりなど、食べやすい

ものを用意しておくと、けっこう食

べていきます。

○ 子どものアイデアを参考に；

いくらでもありますよ。親子で話

し合ってみると、子どもの好みも尊



- 5 -

重できていいかも。案外、子どもの

方がいろいろアイデアが出せるので

は。（ＰＴＡ研修会で、朝食のメニュ

ーについて勉強していました。）

○ まずは習慣付けのためのメ

ニューを；

小さめのおにぎりがおすすめ。バ

ランスのいい食事に越したことはな

いけど、まずは、朝ご飯を食べる習

慣が大事と考えます。おにぎりの味

や形を変え、２～３口大にすると、

いつもより多く食べますよ。

子どもが好きな物（ヨーグルトや

果物、ヤクルト、ココア、カップス

ープなど）を一品入れるように心が

けています。

時々、菓子パン＋牛乳（またはジ

ュース）と、おやつっぽいものでも

よしと、大サービスします。
・ ・

○ 前日の夕食を利用して；

前日の夕食の味噌汁やスープは多

めに作り、翌日の朝食に出せば、あ

とはご飯かパン、果物で簡単です。

○ 少量盛り合わせメニュー；

一口ずつ少量盛り合わせると、食

べきる喜びや満足感が出ます。

冬はカップスープやわかめスープ、

夕食のスープの残りもよいです。子

どもが４歳の頃よく出していた朝食

です。
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６ 食べ物の好き嫌いが多くて困っています。できるだけバラ

ンスよく食べさせたいとあれこれ工夫してみるのですが、結局、

好きな物だけを選んで食べます。

○ 給食がチャンス；

私の息子も、幼稚園の頃は好き嫌

いが多くて少食でしたが、小学校に

なって給食を食べるようになると、

何でも残さず食べられるようになり

ました。友達同士で食べるとおいし

く食べられるようですょ。

○ 一人分ずつつぎ分けて；

一人分ずつつぎ分けて、きちんと

食べるように励ましてはどうですか？

好き嫌いは小さいときほど改善し

やすいと思います。小学生なのでま

だまだ大丈夫。今のうちに食べられ

るようにしたいですね。

７ 食事のだらだら食べがなおりません。いつもしかられな

がら食事をしています。

○ 試してみては？；

我が家もです。でも、１年前くら

いから、最後に食べ終わった人がテ

ーブルの片付けをするようにしてい

ます。幾分か早くなりました。試し

てみる価値、あると思いますよ。

○ 空腹感と食べる喜び；

あまり空腹感がないのかもしれな

いですね。おやつやジュースなどの

量を見直してみたらどうでしょうか。

しばらく、時間を決めて、途中でも

切り上げ、後でお腹がすいたといっ

ても食べさせないようにしてみたら

どうでしょう。空腹感を味わい、食

べる喜びを味わうというリズムを定

着させるために。

○ テレビをつけてませんか？；

食事中にテレビなどはついていま

せんか？家族で話をしな

がら楽しく食事をするよ

うにしてはどうでしょう

か。

８ どのようなものをおやつにしていますか。用意できないと

きお金を渡すとしたら、いくらくらいにしていますか？

○お金ではなくメッセージを；

子どもたちにお金を渡して、子ど

もだけでおやつを買わせたことはほ

とんどありません。すべて自分（親）
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自身で準備して置いていました（買

うにしても）。そのとき、必ずメッセ

ージを添えて。

ずいぶん昔の話になりますが、メ

ッセージ付きのおやつがとてもうれ

しかったと話してくれました。

９ 幼児期から自然食品にこだわって育ててきました。その反

動か、もの珍しさか、コーラやインスタントラーメン等を小遣

いで買って食べるようになりました。よかれと思ったことが裏

目に出ているようです。

○ 時には外で、は仕方ないけ

れど……；

うちでも、なるべく清涼飲料やス

ナック菓子は買わないようにしてい

ますが、高学年になってくると、友

達とお店で買って食べていることが

あるようです。やはり、口おいしい

ものなので時には外では仕方ないと

思っています。でも、小さいときか

らの味覚で、大人になるにつれてわ

かってくれると信じています。

○ 時々はよし。でも……；
・ ・

インスタントラーメンは、時々食

べるのはよしとしています。ただ、
・ ・

汁は塩分、化学調味料だらけなので、

過剰摂取による体への悪影響につい

てはよく話し、あまり飲まないでと

言っています。

○ 『美味しんぼ』；

自然食品にこだわるというのは、

親の愛情の一つの形だと思います。

でも、世の中人工物や添加物があふ

れているわけですから、そうそう徹

底できないのも事実。「本物のおいし

さ」を味わう基礎はできているはず

ですから、味のことやおいしさのこ

となどを家庭で話題にし続けること

が大切だと思います。（漫画の『美味

しんぼ』などを話題にできるといい

なあと思います。）

３ お金 □■

10 お金を計画的に使う習慣を身に付けさせたいと思っていま

す。おこづかいの与え方について、どんなことに気を付けたら

いいでしょうか。（お手伝いをしたらおこづかいがもらえるという家もあるそうですが。）
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○ お小遣い帳を；

１か月にいくらと決めて渡す。お

小遣い帳をつけるように話して、次

回渡すときに使った内容について話

すようにしたらどうしょうか。

○ 家の仕事は対象外；

話し合って、期間（毎月、毎週、

毎日）、金額、使用目的を決める。次

のお小遣いを渡す時、収支が合わな

ければ次回はない等の約束も決める。

うちでは、家の仕事は当然分担す

るものだという考えから、お小遣い

の対象にはしていません。

○ 先を見て生活する力を；

小遣い帳を通して、子どもの興味

や関心、先を見通して生活する力の

育ち具合が分かります。

子どもの年齢にもよるでしょうが、

子どもには、家計の状況（全体の収

入がこれだけで、こんな風に計画的

に使っているというようなこと）を

話すことができるような相手になっ

てほしいと思います。

もちろん、経済的なことで子ども

に不安を与えたり、子どもの夢を奪

わないような言い方を考えるのは大

人の役目だと思っています。お小遣

いはその練習だと思っています。

11 お金や物をほしがるようになりました。祖父母が甘くて、

子どもにねだられるとすぐにお金や物を与えているようで、困

っています。

○ がまんや制限あってこそ；

お金や物をほしがるということは、

当たり前の感情かもしれません。無

関心・無感動な生活からは、そうい

う欲求は生まれないでしょうから。

大切なのは、物欲は何もしないで

かなえられることはないということ

を教えることだと思います。我慢や

制限があってこそ、手にできた喜び

があることを教えられると思います。

かわいがってくれる祖父母の存在

には感謝したいですね。でも、お金

や物を言われるがままに与えること

は愛情とは違うということを伝え、

がまんや制限をすることへの協力を

お願いしたいと思います。

12 子ども同士でよくお店に行っているみたいです。小遣い

で買っているのか、よく新しい物ももっていて、心配です。
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○ 何を買ったか伝える約束を；

子どもの年にもよると思いますが、

子ども同士でお店に行くのはあまり

好ましいことだとは思いません。例

えお小遣いを使っているにしても、

どこのお店に、誰と行って、何を買

ったのか、家の人に伝えるように約

束し、実行してほしいです。

○ コミュニケーションのきっ

かけに；

子どもが買ったものを知っておく

ことは大切なことだと思います。ど

うしてそれが欲しかったのか、同じ

ような物の中からどうしてそれを選

んだのかなどを聞くことで、子ども

の興味や関心がどこにあるのか、上

手な買い物の仕方ができているか、

知ることができます。

心配な様子があるなら、なおさら、

しっかり聞くことが大切です。お小

遣いとはいえ、もともとの財布は親

の物なのですから。

○ 「それ、どうしたの？」；

よく、お小遣いでは買えない物を

持っている背景に、万引きや、恐喝

や、「援助交際」があったというよう

なことが言われます。

疑ってかかるのもなんですが、子

どもの日ごろの様子を気を付けて見

ると同時に、新しい物を持っている

ときは、「それ、どうしたの？」と、

きちんと確かめる必要があると思い

ます。

４ 整理整頓、
家の仕事、手伝い □■

13 何度も言って聞かせますが、整理整頓が身に付きません。

14 掃除がきらいで、掃除をしません。私の親が掃除をしなか

ったので、私はそれがいやでいつも掃除をしていたのですが、

子どもは掃除機の音に反感を覚えてしまったようです。

○ 子どもと一緒に根気強く；

子どもと一緒に整理整頓をします。

そして、きれいになった喜びを味わ

わせます。散らかってくると、また

繰り返します。根気強く繰り返すと、

だんだん散らかさなくなりました。
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○「これは、ここ」と決める；

「これは、ここ」というふうに整

理場所をきちんと決めてあげて、一

度整理した様子を見せて、気持ち良

さを味わわせて、それから、できて

いないときに注意していけば、“かた

づけのできる子”になると思います。

（男の子は、時間がかかるかも）

○ 親の自己満足ではなく；

今になって思うことですが、親が

徹底しようとし過ぎると、子どもは

しつけから遠ざかるように思います。

子どもの様子（反応）を見ながら言

わないと、親の自己満足になってし

まいがちです。

もちろん引いてはいけないことも

あると思いますが、この場合少々掃

除をしなくても、大掃除の時に徹底

的にすればいいという程度の寛容さ、

メリハリがあっていいと思います。

また、人によって違うと思います

が、うちの子は掃除機の音が嫌いで

した（落ち着かない音なのでしょう。

かけている本人はわからないのです

が）。そこで私は、ほうきやモップな

ど、幼児の嫌がらないいろいろなお

掃除グッズを取り入れた、“心に優し

い思いやり清掃”を工夫してました。
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15 食事の準備や片付け、お風呂掃除くらいは家の仕事をさせ

たいのですが、長続きしません。良い方法はないでしょうか。

○ 当番制；

兄弟がいれば、当番制にします。

負担になりすぎないように、学校が

休みの日だけにするとか。

ただし、やってないからといって、

手出しはいっさい禁物です。おかげ

で、我が家では、お風呂掃除はもっ

ぱら大学生の息子がやっています。

○「ありがとう」を忘れずに；

「ありがとう」と忘れずに言って

あげること。「お疲れ様」と肩をもん

であげるとか、少し大げさに感謝の

意を表してはどうでしょう。

○ あなたがいないと……；

お手伝いを定着させるために、我

が家では２～３年かかりました。

させると決めたら、絶対に大人が

しない！たとえ、その日お風呂に入

れなくても……。「あなたがいないと、

この仕事（我が家）は成り立たない」

と思わせるのです。

○ 最初は一つだけ；

家のお手伝いはなかなか長続きし

ませんが、最初は、一つだけ自分で

やれることを毎日続けることが必要

だと思います。

うちでは、“食事をテーブルに運ぶ、

そして自分の食べたお茶わんや皿を

流しまで持っていく”、これは、だれ

もが同じようにやってくれます。終

わったら一言、「ありがとう」「助か

った」と言っています。

○ 家の仕事を全部調べて分担

する；

以前の授業参観で、子どもたちが

家の仕事を全部調べてきて発表し合

う様子を見たことがあります。

食事の準備や片付け、掃除機かけ、

風呂掃除に始まって、植木鉢の水や

り、ペットのご飯、洗濯、洗濯物の

片付け、買い物、上靴の洗濯……。

お店をしているうちの子は店番とか、

品物の整理、牛を飼っているうちは

牛の世話、農家の子は……と、家事

と区別がつかない仕事があったりし

て、それぞれの家の特徴が出ていま

した。

黒板がいっぱいになったところで、

どの仕事を誰が・いつしているのか、

子どもの自分にできることは？と考

えていくのですが、それもそれぞれ

の家庭の特徴が出ていました。

そういうことを家族みんなでやっ

てみるといいと思います。
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５ しつけの取り戻し □■

16 兄弟げんかや整頓などは「しつけ」の問題だとわかってい

ます。高学年になっても「しつけ」の取り戻しはできるでしょ

うか。

○ 根気強く向き合うこと；

もちろんできます。高学年といっ

ても小学生。根気強く向き合うこと

が大切だと思います。それに、まだ

まだ親に甘えたい時期です。

○ 改めて「家族会議」を；

低学年なら理屈抜きに体で覚えさ

せるということもあるでしょうが、

高学年なら、改めて「家族会議」の

ような場を持って、意見を言い合う

こともいいのでは。

まずは、親が子どもにして欲しい

ことをきちんと言う。その後で「な

ぜそれができないのか」と聞いて、

子どもに答えさせる。

兄弟げんかの場合などでは、親が

気付いていなかった思いがけない理

由や、兄弟姉妹同士の誤解、お互い

の人間関係などが明らかになって、

重要な問題がひそんでいることが見

つかったり、親が反省しないといけ

ないことに気づいたりする場合があ

るかもしれません。

○ 関心をもちつづけること；

経験的に言えることですが、しつ

けについては、あきらめたりめんど

くさがったりしていると、子どもは

それを感じ取って、「自分の親は自分

に関心をもってくれていない（愛さ

れていない。ほっておかれた）」と思

ってしまうことがあるようです。

○「しつけ糸」は、はずすもの；

お裁縫で言う「しつけ糸」は、着

物ができあがったらはずすもの。つ

いていたらおかしい。

小さいころに体で覚えるような「し

つけ」（型）は、その時期その時期に

必要なことがあるので、それを逃す

となかなかうまくいかないと思いま

す。でも、人間はいくつになっても

手遅れというものはないと思います。

ただ、高学年になって幼児のときの

ようなやりかたをしても通用しない

というのが難しいところです。

心の余裕をもって、子どもの様子

に合わせた工夫が必要だと思います。
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６ 人間関係 □■

17 よく、一人っ子はわがままだとか、弱いとか、マイナスイ

メージで言われることが多いのですが……。どんなことに気を

付けたらいいでしょうか？

18 上小は児童数が少なく、このまま高学年、中学生になった

ときの人間関係が心配です。

○ 私も一人っ子；

私も一人っ子でした。両親が共働

きで、今思えば、そのおかげで「自

分のことは自分でする」ということ

が当たり前になったと思います。

また、私も上小出身ですが、中学

校に行ったら行ったで友達関係も広

がり、心配することはありませんで

した。上小の子たちは友達関係も強

く、何かあってもカバーし合う感じ

で、今でもいい友達が続いています。

○ 周りの大人の問題です；

私の周りにも、一人っ子で大人に

なった人がけっこういますが、けっ

して、わがままだったり弱かったり

などしていません。一人っ子だから

と親が甘やかしすぎたら、その結果

「わがまま」にもなるでしょうし、

「弱い子」にもなるでしょう。

兄や姉がいても、下の子（弟、妹）

がかわいいからといって、親や兄姉

が先回りして何でもしてあげたり、

代わりに誰かに言ってあげたりして

いると、下の子は、依存心が強くて、

自分から進んで何かをしようという

気持ちが育たないのといっしょです。

○ 「甘えさせる」ことと「甘

やかす」ことの区別を；

一人っ子が問題なのではなくて、

周りの大人がその子にどんな子にな

ってほしいかを考えて、その子に向

き合っているかということが大切だ

とだと思います。

甘えたいときに甘えさせることが

できるように、いつも心と体の準備

をしておくことは、親の務めだと思

います（なかなか余裕がなくて難し

いことですが）。それは、「甘やかし」

ではありません。

親の気分（気まぐれ）で「甘やか

し」をしていると、子どもは親が自

分に期待していること（どんな子に

なってほしいか）がわからずに混乱

するし、自立できなくなってしまい

ます。「甘えさせる」ことは大切です

が、「甘やかす」こととは違います。
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コミュニケーションの力を付ける縦割りグループ活動
児童支援だより「ふれあい」№２(2007(H19)．4.28)から

縦割りグループ活動について
た て わ か つ ど う

□ 小規模校である上小のよさを生かすために、今年度も縦割り

グループ活動をしていきます。

1グループ7～8人（学年や兄弟姉妹・学団が片寄らないように作ります）で掃除や行事で活動します。

□ この活動の目的は、クラスや兄弟姉妹から離れて色々な友だ

ちと接することで、子どもどうしの人間関係を広げたり、深め

たりしていくことや、ひとりひとりのよさを見つめる場面を増

やしていくことです。

□ この中で上級生が下級生のお世話をする場面が出てきますし、

下級生も上級生の姿を見ることで成長することができます。子

どもたちがお互いのことをよく知ることにもなると思います。

□ 昨年度の活動では、１年間上級生がしっかり低学年の面倒を

見ていました。お別れ集会では、低学年が、お世話になった6年

生に気持ちをこめてプレゼントを作り、それをもらった6年生は

とてもうれしそうでした。

今年もこのような成果が見える活動にしていくように見守っ

ていきたいと思います。

□ 歓迎集会の後、縦割りグループの顔合わせをし、グループの

名前やめあてを考えています。19日から縦割り清掃を始めまし

た。歓迎遠足では1日仲よく過ごして、どんな子が同じグループ

にいるか確かめられたようです。

＊ ＊ ＊

□ これから1年間行動する中で楽しいこともあるでしょうし、と

きには活動が思うように進まないこともあるかと思います。ご
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家庭でお子様から縦割り活動について話を聞いていただき、子

どもたちの成長を支援していただきますようお願いします。

19 友達三人組というのは人間関係がうまくいかず、よく不満

を言います。一人対二人に別れるらしいのですが、それも長く

は続きません。親は不満を聞くだけでよいのでしょうか？

○ 聞いてあげるだけで；

私も娘の人間関係の話を聞いてい

ましたが、今思うと、アドバイスを

するよりも黙って聞いてあげるだけ

で良かったように思います。

○ しっかり聞いてあげてください。

まずは受け止めることが大切です。

その後、親の考え、体験などを踏ま

えて話してください。

このような場合、子どもは、答え

より、聞いてもらって自分の気持ち

を受け止めてもらえることを求めて

いるようです。

○ 大切な勉強をしている；

うちも三人の女の子で、二人対一

人によく分かれてけんかをしている

ようです。それでも三人で一緒にい

ることが楽しいようですし、優しく

されたり意地悪されたりすることも

大切な勉強ではないかと思っていま

す。でも、母親としては我が子の最

大の味方でありたいと思います。

○「三人寄れば文殊の知恵」；
もんじゅ

二人だと人間関係がべったりする

けど、三人組だと少し互いの距離が

あっていい考えが浮かぶということ

があります。「三人寄れば文 殊の知恵」
もんじゅ

というように。

子どもの本にも「ずっこけ三人組」

シリーズがあります。「すてきな三人

組」の物語などで、よりよい三人組

のイメージを持つことは、実際の人

間関係を見直すきっかけになると思

います。遠回りのようだけど。

７ 被害者・加害者に
なったとき □■

20 学校でうちの子がいじめられていると聞きました。子ども

に聞いてみると「そんなことはない」と言います。



- 19 -

21 子どもが友達をいじめていることがわかりました。親とし

てどうしたらいいでしょうか。

○ 迷っている場合ではありま

せん；（20について）

迷っている場合ではありません。

すぐに先生に相談してください。上

小の職員なら誰でもOKです。先生が

気付いていないことだってあるかも

しれません。子どもは、深刻なほど

言えないようです。

○「思いやり」を学ぶ機会に；

（21について）

小学生のうちは、まだ子どもたち

の心が純粋なので、これを機会に親

子でゆっくり話し合うようにしたい

ですね。

自分のしていることがいじめだと

気づいてないかも知れません。わか

ってやっていたとしたら、いじめを

していることが知られて、ドキッと

しているでしょう。

子供が変わっていくことを信じて、

「私が相手の親だったらどう思うか」

「大切なわが子がいじめられたらど

う思うか」を語ってください。思い

やりの心を学ぶ機会にしていけたら

と思います。

○ ものさしの違い；（21につい

て）

それぞれで、「いじめ」と受け取る

のか「悪ふざけ」と受け取るのか、

ものさしの違いがあると思います。

子どもと一緒にいろいろな例を挙

げ（例えば、「人をたたく」、「あなた

とは遊ばないと言う」、「人の物を無

理やり借りる」……）、「これはいじ

めと思う？、悪ふざけと思う？」な

どと聞きながら、我が子のいじめに

対する考え方の度合いを知った上で、

「ここまでは『悪ふざけ』ですむけ

ど、これ以上したら『いじめ』にな

るよ」とか、話し合うのが一番だと

思います。

○ 被害者と加害者が入れ替わ

ることも；（21について）

親は、我が子がいじめられたとき

に「何とかしなければ」と思うのに

比べて、いじめる側になったときに

「何とかしなければ」と思う度合い

が低いのではないかと思うことがあ

ります。それではいけないと思いま

す。

どんなことをしたのか、どんな気

持ちでしたのか、相手の子がどんな

気持ちだったと思うか、しっかり聞

いて、きちんと謝りに行かせます。

もちろん、いじめられた子の親の

立場に立ったら、つらかったと思う

ので、親としてもきちんとおわびし

て、いい友達関係になるようにした

いと思います。

被害者と加害者が入れ替わること

はよく聞くことです。加害者になっ
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たときに親としてどうするか、しっ

かり考えておきたいです。

○ あなたは宝物；

「お母さんは、あなたのことが大

好き。宝物。とても大事」と、日頃

から子どもに話します。

ときにはいじめについての話題も。

親子のふれあいの時間も増やすよう

に心がけます。スキンシップや会話

は、今のうちにできることですので、

たっぷりと！

いじめる・いじめられる
児童支援だより「ふれあい」№９(2006(H18)．11.16)から □■

「いじめ」について考えてみませんか？

□ みなさんも知っているように、新聞やテレビのニュースで「いじめ」の

ことが取り上げられています。悲しいことだけれど、「いじめ」を苦にして

小学生や中学生が自殺したというニュースも流れてきます。

みなさんが通っている上小で、そして、住んでいる地域でこのような悲

しい事件が起こらないように、この場で考えてみたいと思います。
■□■

□ みなさんもよく知っている『ドラえもん』を例に考えてみましょう。

のび太はジャイアンやスネ夫から、からかわれたり、なぐられたり、マ

ンガやおもちゃをとられたり、いやなことをさせられたりしています。こ

れは今話題になっている「いじめ」の問題の中で見られることです。

□ では、なぜジャイアンやスネ夫はこんなことをするのでしょうか？

のび太は勉強が苦手です。運動も苦手です。すぐ泣きますし、こつこつ

努力することも苦手です。ジャイアンやスネ夫はのび太より勉強や運動な

どができるし力も強いです。そういった中で、のび太はできないことをか

らかわれたり、暴力で言うことをきかせられたりしています。

□ 結局ジャイアンやスネ夫は、のび太を何をやっても許される人と思って

いるわけです。今起こっている「いじめ」のほとんどは、やっている人の

こんな気持ちから生まれてきていると思います。ジャイアンやスネ夫のよ

うな考え方や行動をしている人がみなさんの中にもいませんか？

■□■

□ では、のび太（苦手なことが多い人・力が弱い人など）は、ジャイアン

やスネ夫（できることが多い人・力が強い人など）よりも下の人なんでし

ょうか？いじめられて当然なんでしょうか？
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皆さんならもう答は分かっているはずです。答はもちろん「いいえ」です。

■□■

□ この世の中にはいろいろな人がいます。できること・できないことは人

それぞれだし、性格も考え方も一人一人違います。でも、幸せにくらして

いきたいという思いはみんな同じです。

ですから、苦手なことが多い・力が弱いというような理由で傷つけられ

ていい人などこの世の中にはいません。いじめられていい人なんて一人も

いないのです。

それに、のび太にも得意なこと（あやとり）やいいところ（やさしい）が

たくさんあります。そこをしっかり認められる人（例えばドラえもん・ドラ

ミちゃん）はのび太をいじめることはありません。
■□■

□ みなさんはジャイアンやスネ夫のような人がたくさんの学校と、ドラえ

もんやドラミちゃんのような人がたくさんの学校とどちらがいいですか？

ジャイアンやスネ夫のように、のび太にいろいろなことをする人がいま

すが、反対にいいところを認めてくれる人・心配をしてくれる人がのび太

のそばには何人も（ドラえもん・ドラミちゃん・お父さん・お母さんなど）

います。そのことにのび太が気づいているから、苦しいことがあってもが

んばれます。いじめられているときにはドラえもんやドラミちゃんが手を

（秘密道具を）さしのべてくれます。だから、ジャイアンやスネ夫にも立

ち向かうことができます。

■□■

「安心・自信・自由」の気持ちで楽しくすごせる上西郷小に

□ みなさんにも必ずいいところを認めてくれる人・心配をしてくれる人が

まわりにいるはずです。そんな人たちがいることを忘れないでください。

つらい時にはその人たちをたよってください。

□ 自分のまわりをよく見てください。のび太のように悲しい思い・つらい

思いをしている人はいませんか？そんな時ドラえもんやドラミちゃんのよ

うにその人に手をさしのべられませんか？

ドラえもんやドラミちゃんのような人が増えると、きっと『いじめ』は

なくなり、悲しい出来事も起こらなくなると思います。

□ みんなが「安心・自信・自由」の気持ちで楽しくすごせる上西郷小にす

るために、考えていきましょう。
■□■
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おうちのかたへ
今、毎日のように「いじめ」の問題についての報道があっています。お子

様が無事学校に行けているのか、友達をいじめていないかと心配されている

方も多いと思います。

□ 「いじめ」の仕組み

そもそも「いじめ」とは何なのでしょうか？

先ほど『ドラえもん』の例をあげましたが、「いじめ」とは、個人（ジャ

イアン）や集団（ジャイアンやスネ夫・取り巻きの子）でやり返すことが

できない状態をつくり、人（のび太）がいやがることをしていくものです。

嫌なことをされた人が「いじめられた」と感じれば、それは「いじめ」と

認定されます。決して他の人が判断できることではありません。

面白がって見ている人がいると「いじめ」は拡大します。さらに、周り

りで見て見ぬふりをする人が増えると「いじめ」が深刻化していきます。

□ 今 行っている取組

集団生活場面では、対人トラブルが必ず起こります。本校では日頃から、

子どものトラブルが深刻化しないようにする取組、「いじめ」が起こらない

ようにする取組、子どもの状況をつかむ取組をしています。

さらに、今行っている取組（人権意識を高める授業や環境づくり、複数

の教師がいろいろな視点で子どもたちを見る体制づくり、子どもたちの状

態や取組の情報交換、子どもたちに対する調査など、「いじめ」が起こらな

いようにする取組や「いじめ」が起きた時に素早く解決するための体制づ

くり）について、常に点検していこうという打合せをしています。

□ 子どもはたくさんの顔をもっています。

しかし、これだけでは万全とは言えません。なぜかというと、子どもた

ちはさまざまな顔を持っているからです。先生がいる時の顔・いない時の

顔、親がいる時の顔・いない時の顔、お母さんに見せる顔・お父さんに見

せる顔など、場合に応じて使い分けをしています。特に、最近の「いじめ」

はＳＮＳを介していることが多く、潜在化・陰湿化しています。また、些
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細なことで「いじめる側」「いじめられる側」が入れ替わることもあります。

子どもたちの表情やつぶやきを見逃さないようにするためには、学校で見

ていくだけではたりないのです。ですから、学校・家庭・地域のたくさん

の目で子どもたちの表情やつぶやきを見逃さないようにし、情報を共有し、

足並みをそろえて見守っていくことが必要です。

そのために、家庭や地域での子どもたちの言動（我が子はもちろん、我

が子でなくても）で気になるところがあれば、ぜひ学校に伝えてください。

そして、課題の解決に向けて互いに相談・協力しながら子どもたちに関わ

っていくことができるようにしたいと考えています。ご家庭でしっかりと

お子様を見守り、支えていただきたいと思います。学校でも子どもたちを

しっかりと支えていきたいと思っています。

22 子どもが万引きをしてしまいました。お店には謝りに行っ

たのですが、ショックです。

○ わかってよかった；

万引きしたことがわかってよかっ

たです。わからないままだとどんど

ん繰り返し、やめられなります。わ

かって本当によかったですよ。

○ 親がショックを受けている

姿を；

子どもは悪いことをして厳しく

しかられたときより、親がショック

を受けている姿を見たときの方が、

心に残っていると言っていました。

○ 困る人のことを考える；

万引きの多い本屋さんが、利益が

出なくなって店を閉めたという話を

聞きました。万引きは泥棒だという

こと、万引きによってそのお店の人

が生活に困ること、本屋さんがなく

なると、その地域の人が困ること…

など、自分のしたことが他の人にど

んな影響を与えるか、なぜいけない

のかについてしっかり考えさせ、わ

からせることが大切だと思います。

○ そそのかされていないか；

誰かにそそのかされたり、脅され
おど

たりして万引きしたり、友だちづく

りのために万引きしたものを友だち

に配っていたりした例があります。

万引きの背景に、そんな問題がな

いかということにも気をつけて見る

必要もあるようです。
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８ おしゃれ、
言葉遣い □■

23 大人顔負けのような洋服や靴！子どもが流行の服を着たが

って困ります。（メディアの影響や上の子の影響もあると思います。）

○ 特別な日のプレゼントに；

うちの子もお気に入りのブランド

がありますが、それは、特別な日（誕

生日とか）のプレゼントということ

にしています。

○ 流行と個性は違う；

服や靴、色にこだわるという子の

ことはよく聞きます。ピンクしか着

ないという子もいたり、スカートは

絶対イヤという女の子がいたり。着

る物にこだわる、好みがはっきりし

ているというようなことは悪いこと

ではないと思います。

ただ、流行を追っかけるように

いろいろほしがることについては、

経済的なこともあるし、流行と個性

は違うと思うので、注意したいです。

季節の衣替えの時、子どもと一緒

に「ファッションショー」をしなが

ら、同じような物がダブってないか、

すぐに着れなくなる物にお金をかけ

すぎてないか、話し合うのもいいと

思います。

○ 子どもと相談して；

一時的におしゃれしたいときがあ

ると思うので、自分（子ども）が気

に入った物を買っていますが、値段

のはるものや、あまりにもキバツす

ぎる物は、子どもと相談して決めて

います。

24 ああいえばこう言う、こう言えばああ言う……。口答えが

たえません。

25 「キモイ」「ウザイ」という言葉を使っています。きれい

な日本語を話してほしいと思うのですが、周りの子も使ってい

るので直すことは難しいでしょうか？

24 について

○ 楽しんでみたら？；

賢い子どもと思います。言ったこ

とにすぐ反応できるということです

よね。どういう言葉が返ってくるか、

想像しながら言ってみたら楽しめま
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すよ、小学校の時は。

中学校・高校になると反抗的にな

るので、一度は言っても二度は言わ

ない方が効果がありました。言わな

いのはとても苦しく、大変でしたが。

一度挑戦してみてください。

○ なかなかよく考えているん

だなあと思うことも；

五年生の授業で、「子どもの権利条

約」の勉強がありました。その様子

が学級通信に書いてありましたので

紹介します。「ああ言えばこう言う」

時期の子どもたちも、じっくり考え

させると、なかなかよく考えている

んだなあと思うところもありました。

子どもが「ああ言えばこう言う」

というときに、それを聞いてすぐに

頭に来ないで、ぐっとがまんして言

わせてみては？そのうちに、いろい

ろと考えが変わっていくことがある

し、大人の痛いところをついている

こともあるようです。それも成長の

一つだと思います。

25 について

○ その都度注意して；

ややもすると大人も使ってしまい

ますよね。そういう言葉が浸透して

しまうと、気持ちや言いたいことが

伝えやすいと思うのかもしれません

が、やっぱりその都度、その都度注

意していくことが必要だと思います。

○ 大人の役目；

言葉は、相手と通じ合うための手

段です。乱れた日本語や新語を使っ

て通じるのが仲間だと思っているの

かもしれませんが、おかしいことは

おかしいと伝えていくのが大人の役

目だと思います。私も、大人になっ

た我が子が「ぜんぜん大丈夫」とか

平気で言うので、そんな時は「使い

方がおかしい」と、その都度注意し

ています。

○ もっとぴったりの別の言葉

はない？；

私だったら、「そんな言葉を使わな

いで、別の言葉で今の気持ちを表し

てごらん」と言います。

人間の気持ちにはいろいろありま

す。それを言葉にして伝えるのは、

なかなか難しいものです。特に「キ

モイ」とか「ウザイ」とかいう言葉

が使われる場面を想像すると、あま

りいい気分の時ではないでしょう。

複雑な感情をそんな言葉ですませ

ようとしている子に、「もっとぴった

りの別の言葉はない？、別の表現の

仕方は？」と問いかけたいです。

○ そんな言葉を使わないでい

いような人間関係を；

「キモイ」とか「ウザイ」とかい
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う言葉自体については、聞いていて

嫌な感じがします。

子どもが使った場合は、使ってほ

しくない言葉だと注意します。

ただし、その子が、誰に対して、

どんな様子についてそういう感情を

抱いているのかについて、聞きたい

と思います。そんな言葉を使わない

でいいような人間関係になってほし

いからです。
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９ 思春期、からだ □■

26 最近、Hなことや異性に興味・関心を持ち始めたようです。

○ 自分の生き方につなげて；

年齢が進むにつれ、性のことに興

味をもつのは自然なことです。

性については、自分の生き方につ

ながること。興味だけですませず、

氾濫する情報の中から正しく選択し

ていけるように、大人が向き合うこ

とだと思います。

○ 異性を傷つけないために；

学校公開の日に４年生で性につい

ての授業があっていました。正しい

情報を、子どもたちの興味を引くよ

うなやり方で伝えることは、とても

大切なことだと思います。

正しい知識がないまま、あふれる

情報（本や映像）に接すると、異性

を傷つけるような考え方になったり、

誤った行動をとったりしかねません。

子どもが興味を持ち始めたなと思

われるときや、第二次性徴が始まっ

た時をチャンスにして、大人として

のアドバイスをするのが、親の仕事

の一つだと思います。

○ 思春期のアンバランス；

子どもの体の成長がどんどん早く

なっていて、初潮なども低年齢化し

てきていると聞きます。本人の意志

とは関係なく、体だけが勝手に発達

してしまって、子ども自身もとまど

い、不安が大きいのではないでしょ

うか。心が体の成長についていかな

いというアンバランスさもあると思

います。私も、子どもの中には、体

の成長に合わせて大人びていく面と、

年相応の子どもの面とがあるなぁと

感じています。

そのアンバランスさを親がしっか

り受け止めながら、子どもの成長に

付き合っていかないとと思っていま

す。なかなか難しいですけどね……。

私はときどき、顔や手に触れたり

して、スキンシップをとるようにし

ています。けっこう、いやがらずに

していますよ。よくけんかもします

けどね。

○ 自分を大切に；

自分の身体の変化を感じるにつけ、

性的なことに興味が増すのは自然な

ことだと思います。

でも、商業本意の情報が氾濫する

現代、子どもたちの環境は私たちの

子どものころとは違いすぎますよね。
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親としては、体の成長は自分も通

ってきた道ですし、性に関すること

を自分の経験も踏まえて語ることで、

子どもの不安が少なくなるのではと

思います。

子どもが情報に流されずに、自分

で自分を大切に考えることができる

ようになれば……と願っています。

27 体型がとても気になるようです。自分で食事を減らし、か

なりやせているのですが、本人は「まだまだ太っているから」

と食べようとしません。

○ 食べることの大切さを；

体型が気になるのは、女の子でし

ょうか。過度のやせ過ぎは、生理が

止まることがあります。一定量の脂

肪は人が生きていく上で必要な栄養

素です。妊婦・産婦が飢餓状態にな

ったとき、その脂肪を燃やして血液

・母乳に変化させ、胎児・乳児の命

を守ります。糖類は、脳の働きに欠

かせませんし。

食べることの大切さを家族や友人、

先生方とお話できたらいいですね。

好意をもっている異性がいるかも

しれませんし、体型について嫌なこ

とを言われたりはしてないですか？

○ 自分を好きになるように；

人に何か言われたのではないでし

ょうか。いくら周りが「そんなこと

ないよ」と言っても、自分で納得し

なければ、やめられないと思います。

太りすぎは他の病気の原因になっ

たり、運動嫌いになったりする原因

になることが考えられるから、「何と

かしたい」という気持ちはわかりま

す。しかし、そうでもないのに気に

するのは、心の問題なのだと思いま

す。

そのままの自分が好きになれるよ

うに、まず、「そのままでいい」と言

い続けることだと思います。

28 友達との交換ノートが、いじめや悪口の場になることがあ

ると聞きました。気になっていても、親が見ることができない

ようにしまっています。

○ 普段から言い聞かせておく;

仲のいい友だちと交換ノートをす

ることは、昔からありました。うち

の場合も交換日記をはじめて、「どん

なことを書いてるの？」と聞くと見

せてくれました。その日あったこと
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とか、アイドルのこととか、何と言

うことのないことを書いていました。

でも、今はそうですが、だんだん、

「～ちゃんのことどう思う？」、「好

きじゃない」、「私も」というような

ことを書き合うことで、親密さを確

かめるようになることは想像できま

す。ときどき、「どんなことを書いて

るの？」と聞いてみようと思います。

そして、「交換日記はいいけど、人

の悪口を書いたら絶対ダメ」と、今

から言いきかせておこうと思います。

○ かげ口は、ひきょう；

インターネットの掲示板に、人の悪

口や人を差別する書き込みが横行し

ていると聞きます。匿名だから何で

も書けるということで、普段は書か

ないようなことを書いてしまうので

しょう。

交換日記も、相手と自分だけの密

室のような場所だから、そういう悪

口やいじめの場になりやすいという

ことは考えられます。悪口を言って

いた側が、いつの間にか悪口を言わ

れる側になってしまうということも

あるようです。

気になる様子があるなら、こうい

うことがあるから母さんは心配して

いると説明して、はっきり、子ども

に聞いてみるべきでしょう。

普段から、「その場にいない人の悪

口を言う（かげ口）のはひきょうな

ことだ」と教えておくことが大切だ

と思います。

10 しかり方、

ほめ方、励まし方 □■

29 仕事のことなどで親のストレスがたまって、ついつい感情

的に怒ってしまいます。これではいけないと思っていますが。

30 父親にしかってほしいときがあるのですが、すぐに手が出

るのでなかなか言えません。

○ 反省することばかり；

私も同じです。反省することばか

りです。でも、反省しながら、ほん

の少しずつ母親として成長している

のかなと思ったり、やっぱりだめだ

と思ったりしています。
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○ 大大反省です；

感情的にひどくひどく怒ること…

…、よくあります。すごく落ち込み、

大反省します。その落ち込みと大反

省を、素直に子どもに話し、親とし

て、人間としていけなかったことを

謝ります。「ごめんね」と言います。

でも、また怒ってしまいます。大

大反省です。

○ 一呼吸おいて；

私自身は、仕事のストレスは家で

解消、家でのストレスは仕事で解消

するようにしています。

でも、体の疲れからくるイライラ

は難しいもの。最近、気持ちを鎮め
しず

るサプリメントを使ってみました。

効果あって、一呼吸おいて対応でき

るようになりました。自分が変わっ

たせいか家庭も落ち着いてきました。

○ 子どもは大混乱；

子どもが中学生くらいになると、

親の怒り方が気に入らなくても、と

きどき無視したり、聞いているふり

だけしたりして「親と上手に付き合

える」ようになるようです。

でも、小学校、特に低学年の時は、

何について怒られているかわからな

いで突然怒られたり、以前は怒られ

なかったことを今回は怒られるとい

うようなことがあると、大混乱に陥
おちい

ります。「自分が悪い子で、親は自分

をいらない子だと思っている」と思

うかもしれません。

子どもに親を批判する力がつくま

では、「３秒ルール」（怒る前に３秒

考える）を実行できる大人でいたい

なと思っています。

○ 子どもの全部をしかるので

はない；

悪いことをしたときしかるのは親

の仕事です。そのとき「したことを

しかる(「～するのはいけないこと」)

のであって、子ども全部をしからな

いようにしなければと考えています。

たたいたり家に入れなかったりす

るのは、その子全部を否定するしか

り方だと思います。たたかなくても

「お前はダメな子だ」というような

ことを言うのも同じこと。直接そう

いう言い方でなくても、言われた子

どもが、「私はあなたのことが嫌いだ」

とか「私はあなたのことが迷惑だ」

と言われているように受け止めるよ

うなしかりかたは逆効果で、子ども

の心に傷を負わせることがあります。

○ 夫婦間の話し合いを；

母親だけが子育てをするのではあ

りません。父親とはしっかり話し合

うことが大切ではないでしょうか。

手を上げそうになったときは母親が

止めればいいし、そういうところも

夫婦間の話し合いです。自分たちの

子どもですから。

○ 親のやり方をまねしてしま

うから気をつけて；

子どもがしたことについて夫婦の
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間できちんとわかったうえで、どの

ように指導するか話し合い、「私はこ

ういうふうに言うから、あなたはこ

ういうふうにフォローして」とか、「あ

なたにはこう言ってほしい、私はそ

の後でこう言うから」という打ち合

わせの話し合いをする習慣をもつと

いいと思います。

しかることを、たたくことだとか

大声で脅すことだとかと錯覚してい
おど

ることがよくありますが、そんなふ

うにされた子は、他の人に対しても

そんなふうにしてしまう危険性が出

てくると思います。

31 子どもをほめようと思うのですが、どんなふうにほめたら

いいかわかりません。私自身が子どものころにほめられた記憶

がないからだと思いますが。

○ “抱きしめること”；

まず、“抱きしめること”から始め

てみてはいかがですか？いくつにな

っても、ギュッと抱きしめられると

心地よいものです。

○ 「ありがとう」の声を；

子どもが何かささいなことをして

くれても（新聞を持ってきてくれた、

コップを流しまで持ってきてくれた

……など）、「ありがとう」と声をか

けるだけでもよいと思います。私は、

よく頭をなでます。

○ 子どもの様子をよく見て；

学級通信や学校通信など学校から

の手紙には、子どもたちの様子や行

事のポイントなどが書かれています。

よく読んでおくと、「ほめ方のポイ

ント」（どんながんばりをしているか、

どこを見ておくといいかなど）が見

つかります。

悪いことはすぐ目に飛び込んでき

ますが、ほめることについては、子

どもの様子をよく見ておかないと、

なかなか具体的に言えないものです。

ほめる・しかる・はげます
児童支援だより「ふれあい」№2(2007(H19)．4.28)から □■

「ほめる」ことについて考えてみましょう。

○ 子ども達の成長を支えるために②

人はほめられるとものすごいパワーが生まれ、やる気が起きてきます。最近で
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は、ほめられることで脳から「やる気を出すホルモン」が出て、積極性や活力を

生み出すということが科学的にも証明されているようです。

ただし、まちがったほめ方をすると、逆に子どもの才能をダメにしてしまうこ

ともあります。そこで、上手にほめる方法を考えてみましょう。

《上手なほめ方 ６か条》

第1条 努力やプロセスをほめると結果を出す為に努力するようになります。

第2条 ポイントを見つけて具体的にほめることで、「どこが」「どのように」

良かったか振り返ることができ、今後に生かしていくようになります。

第3条 兄弟姉妹がいる場合は一緒にほめるか、どちらかがいない時にほめる。

第4条 第三者にほめてもらうと素直に言葉を受け止めることが多いです。

第5条 失敗した時ほどほめるようにすると、失敗を恐れず苦しいことにも挑

戦するようになります。逆に、いい加減にしているのにほめると「ほめ

殺し」になって努力しなくなることもあるようです。

第6条 『しかり』を入れながらタイミング良くほめることで、子どもの能力

を引き出すことができるようです。

また、「ほめ上手」になるために、こんなことを意識している方もいるようです。

① ほめてほしいことをほめてほしい場所でタイミング良く、

② 当たり前のことを見直して、

③ 他の人もほめていたと伝えて、

④ 趣味や特技を話題にしながら、

⑤ 素直に感謝しながら、 ほめる。

＊ ＊ ＊

上手に子どもをほめるために一番大切なことは、日頃から子どもをよく見てお

くこと・照れずに、思い切って、真剣にほめることだと思います。

子どもの眠っているパワーを引き出せるように、学校・家庭・地域で力を合わ

せていきましょう。
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児童支援だより「ふれあい」№4(2007(H19)．7.20)から □■

子どもたちをうまく支えるためには、『ほめる』・『しかる』・『きたえる』ことを

タイミング良く、正しい方法でやっていく必要があります。（略）ここでは『しか

る』・『きたえる』ことについて簡単に書きます。

《上手なしかり方 ４か条》
① その場で短く

② 自分の言葉で

③ 理由とともに

④ 行動をしかる

ことが大事です。

行動を正しい方向に導くことがしかることの目的ですので、しかられた理由を

自覚させること、次からはどういう行動を

４（し）；子どもの力を信じる とればいいかを自覚させることが必要です。

８（は）；子どもと話し合う 《鍛え方のキーワードは、

３（み）；行動を見守る ４×８＝３２（しはさんじゅうに）》

２（ふ）；子どもとともに振り返る 信じ、話し合い、見守り、振り返ること

で子どもたちは鍛えられて（自立して）いき
きた

ます。日頃からコミュニケーションを 取りながら、家庭の約束事を話し合って

決めたり、学校・地域と連 携して決まりを確認したりして、自立できるように
れんけい

していきましょう。
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11 子どもとの
コミュニケーション □■

32 私は残業が多く、子どもに接する時間がなかなか取れませ

ん。（夫も同じです。）夫の両親が子どもの世話をしてくれてい

ます。子どものことを大事にしたいと思っているのですが、ど

うしたらいいのか、悩んでいます。

○ 時間の長さだけではない；

お母さん自身もつらいと思います。

でも、子どもとのコミュニケーショ

ンは、時間の長さだけではないと思

います。親子での交換ノートも楽し

いですし、一緒にいる時を他の人よ

り大切にできているのでは……？

○ 思い切って休暇を；

私も、子どものころ、母がいつも

いなくて寂しかったです。親が自分

に声をかける時が注意したりしかっ

たりする時だけだと、子どもは不安

になります。

これといった日（運動会やふれあ

いまつり、参観日、学校が休みの日

等）に、思い切って休暇をとること

もあっていいのでは？ いつもいつ

もとるわけではないし、そんな大切

な一日が子どもにとっては大きな意

味をもつと思います。もちろん、休

暇をとるのは父親でもいいですよ。

○ 甘えさせましょう；

その子がまだ小さいのに、親に甘

えてこなかったり、話しかけたりす

ることがあまりないようだと、「母さ

んは忙しいから、甘えたり話しかけ

たりしたらいけない。がまんして、

いい子でいなくては」と思っている

かもしれません。

親の方からスキンシップをしたり、

会話の時間を増やしたりしてあげて

ほしいなと思います。

○ ポイントは はずさずに；

たとえ短い時間でも、その日あっ

たことや音読を聞いてあげる……と、

子どもは安心するようです。

おじいさん・おばあさんに見ても

らえるのはありがたいことですが、

よく話し合って（もちろん夫もいっ

しょに）、大事なところ（話を聞いて

あげる、スキンシップをするなど）

は、押さえておきたいと思います。
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12 親どうしの
コミュニケーション □■

33 子どもどうしのトラブルがあったらしく、相手の親と話を

したいのですが、話しづらくなって、お会いする機会があって

も、もうまく話せません。

○ 相手も一緒かも；

子どものトラブルをきっかけにし

て、親どうしが知り合える（理解し

合える）ためのチャンスにするとい

う考え方を持っておきたいなと思い

ます。話しづらいなと思っているの

は相手も一緒かもしれません。

○ 子どもの自力解決をどう支

援するか；

学校でのことなら、先生が把握し

ていることも多いと思うので、まず

は先生に相談してみては？

子どもどうしのトラブルが子ども

どうしの話し合いで解決できたら、

それが一番いいと思います。そのた

めに親ができることは？と考えるこ

とが基本だと思います。

○“親のメンツより、子どもの

幸せ”；

「子どもどうしのトラブル」の内

容について、自分の子どもからだけ

話を聞くと失敗することがあります。

子どもが親に話をするときは、自分

に都合の悪いことを隠したり、少し

少なめに言ったり、相手の悪い点を

大きく言ったりすることがあります。

このことは、相手の親にとっても同

じことです。

お互いが自分の子どもの話だけ聞

いて誤解したままで、話しづらいな

あと思っていたのでは、いやぁな気

持ちや気がかりな気持ちは消えない

でしょう。“親のメンツより、子ども

の幸せ”で、思い切ってこちらから

声をかけてみては？

○ 親どうしが見本を示そう；

例えば、最初の学級懇談会で、こ

のテーマで話し合ったらどうでしょ

う。そして、保護者どうしが手を繋

いで、“学級の子どもたちを学級の保

護者みんなで育てる”とか、“子ども

のトラブルに当たっては、「トラブル

を起こしたことをしかるのではなく、

トラブルを上手に解決できたことを

ほめる」という目標をもって、親ど

うしが見本を示そう”というような

ことを確認できると、遠慮なく話せ

るのではないでしょうか。
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13 スマホ・ケータイ、ネット □■

34 携帯をほしがります。上の子には防犯のために持たせたの

ですが、メールやネットで長時間使用するようになってしまい、

失敗でした。

35 スマホを持っている友達がいる中、できるだけ持たせたく

ないと思っていますが、なぜダメなのか、聞かれたとき困って

しまい、「ダメなものはダメ」と言ってしまいます。子どもが

納得できる答えがないものかと、いつも悩んでいます。

36 携帯やインターネットで、いろいろな問題が起こっている

と聞きます。どんなことに気を付けたらいいのでしょうか。

37 最近スマホやタブレットを持っている子どうしで、ＳＮＳ

でやり取りをしているようです。ＳＮＳ上のトラブルはわかり

づらく、いじめにもつながりやすいと思うので心配です。

○ 本当に必要？；

現時点で必要ないからと、答えて

います。

高校生になって部活等に必要にな

ってから持たせようと思っています。

「周囲が持っているから」「友だち

とＬＩＮＥしたいから」「アプリをし

たいから」などの理由なら、持つ必

要がないと思うということを伝える

とよいのでは。

○ 一貫した姿勢が大事；

親子の距離感や家庭の方針がそれ

ぞれ違うので一概には言えませんが、

一貫した姿勢できちんとした理由を

伝えれば納得してくれると思います。

○ 家族で共用；

外に持ち出さないで家族と共用、

もしくは、家族の目の届く範囲での

使用から始めてみては。（中学生の息

子に）持たせ始めてしばらくは、定

期的に親がチェックすることを約束

させました。プライバシーの問題も

ありますが、初めのうちは使い方を

見守ってもよいのでは、と思います。

○ 大人の姿を見せて；

親がスマホとの向き合い方を考え、

改めるところは改める必要があると

思います。便利な分、失っているこ

とも多いかと思います。子どもは大

人の姿を見ています。
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○ まずは親が勉強して；

親が勉強して知識をもち、リスク

やリスクから身を守る方法を伝える

ことが大事だと思います。

「ＳＮＳでのトラブルはわかりに

くく気づきにくいので、親が守って

あげられない場所でトラブルになる

かもしれないし、トラブルが起こら

ない使い方や起こった時の解決方法

を知らないので、○○ちゃんと一緒

に勉強して、トラブルにならない自

信がついてからでは遅くない？」と

答えるつもりです。

『子どものスマホ・トラブル対応

ガイド』（ぎょうせい：安川雅央）、『次

は君の番かもしれない…本当に怖い

スマホの話』（金の星社：遠藤美季）

が参考になります。

○ 家庭でルールを決めて；

「使う時間」「使うアプリ」「夜は

親が預かる」「部屋に持ち込まない」

「親が時折チェックする」「約束を守

れなければ没収する」などのルール

を、持たせる前に話し合って決めて

おくことが必要だと考えます。

子ども自身に考えさせて、ルール

を自分で決め、守らせる。

○ 事例を挙げて考えさせる；

何が罪で、何が罪でないのか、一

つ一つの事例を挙げて考えさせ、教

える必要があると思います。

ネット上では、犯罪も、そうでな

いものも、同じように「魅力的」に

取り扱われているのが怖い。

学校通信「くすのき」№５(2007(H19)．7.26)から

パソコンや携帯電話の利用について
被害者にも加害者にもならないために、「家庭のルール」を

■ □ ■

インターネットは、わからないことを調べたり、自分の意見を多くの人に発信

したりすることのできるとても便利なものです。でも、ルールやマナーを守らな

いと、友だちとけんかになったり、思わぬトラブルに巻き込まれて人を傷つけた

り、犯罪の被害者になったりすることがあります。

先日、本校では、インターネットで得た情報（ある特定の電話番号）が子ども

たちの一部に広がり、相手がどのような人かわからずに電話をかけたということ

がありました。（友人間のメールのやりとりも行われているようです。）

幸い、事件に巻き込まれたり不当な代金の請求を受けたりするということはあ
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りませんでしたが、子どもたちが事件に巻き込まれたり、人権侵害の加害者・被

害者になったりしないために、インターネットや携帯電話を利用している家庭で

は、利用の実態についてきちんと把握していただくようお願いします。

校区集会（7/11）で触れましたが、小学生段階でのパソコンや携帯電話の利用

について配慮しておいた方がよいと思われることについて以下に示しておきます。

パソコンを利用したゲームを含め、その利用の在り方について子どもたちと話

し合う際の参考にしてください。

１ インターネット接続をする場合は、有害サイトにつながらないような設定を

しておく。

○ インターネットのセキュリティレベルを上げる。

○ フィルタリングソフトをインストールし、有害サイトブロック機能を活用

する。

２ 子どもがどのような使い方をしているか、実態をしっかり把握しておく。（イ

ンターネットの履歴や、メールの内容などが確認できるようにしておく。）

３ 次のような「家庭でのルール」を決めておく。

○ パソコンは、家族みんなの目が届く場所に置く。みんながいる場所で使う。

○ パソコンを使っていい時間を決める。使っていい機能を限定する。

○ 履歴を消さないようにする。

４ 携帯電話について

○ 原則として、持たせない。

○ 保護者が持たせる必要があると判断した場合は、その目的をきちんと理解

させ、

(1) インターネット機能を契約しない、プリペイド式のものにするなど、工

夫する。

(2) 発信・着信などの履歴や利用明細などが確認できるようにしておく。

(3) 次のような「家庭でのルール」を決めておく。

ア 家では、みんなの目が届く場所に置く。

イ 利用履歴をはいつでも見られるようにしておく。

ウ 約束を守れないときは、解約する。

エ 料金の支払い方法のルールを決める。
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リーフレット

「親なら知っておきたい
携帯電話 安全な使い方」から

携帯電話を 携帯電話をもたせるときには

安全に使うために 携帯電話の使用目的を

子どもに教えましょう 親子で

１ 知らないところから来たメール しっかり話し合いましょう
には絶対返信しない。 ◇ アクセス制限を付けましょう。（有害サ

２ 迷惑メールのURLは 絶対クリ イトアクセス制限、利用時間制限）

ックしない。 ◇ 知らない人からのメールやチェーンメ

３ 知らない番号からの電話には出 ールがきたときにはすぐに削除すること

ない。 を教えましょう。
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４ 知らない電話番号の着信履歴が ◇ メール、掲示板などに誹謗中傷、ウソ

残っていても、かけ直さない。 などを書き込むと犯罪になつながること

５ 知らない人に自分のことを教え を教えましょう。人を傷つけるような使

ない。（名前、住所、電話番号、 い方をしないよう話し合いましょう。

メールアドレスなど）

自分が送るメール

にも注意
自分がもらっていやな内容のメー □ 夜寝るときは親があずかる。（生活リズ

ル、他人を傷つけるようなメールは ムの乱れを防ぐため）

送らない。 □ 食事中や家族が一緒にいるときは使わ

相手の悪口や傷つけるようなメー ない。使用が禁じられているところでは

ルを本人や友だちに送ることは、と 使わない。

ても卑劣でかっこわるいこと。 □ 学校には持っていかない。

□ 約束を守れなかったら、即、解約！

子どもを守る「フィルタリングサービス」

（有害サイトアクセス制限サービス） ＮＴＴドコモ ■□

携帯電話各社は（略）「有害サイトアク ０１２０－０５３－３２０

セス制限サービス」を、無料で提供して

います。 ａｕ ■□

18歳未満の子どもに携帯電話を持たせ ００７７－７－１１１

る場合、保護者から同サービスの申し込

みが可能です。携帯電話各社のホームペ ソフトバンク ■□

ージやショップ、または右記（通話無料） ００８８－２１－２０００

へお問い合わせください。

（発行 全国読売防犯協力会）
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１ 読書 □■

１ 読書をなかなかしません。本を読んでいても途中で寝てし

まいます。本が好きになったという例があったら教えてくださ

い。

○ 至福の姿を見せる；

本を読みながら寝ることは、大人

でも至福のひとときです。私もよく

本を読みます。子どもに「本を読み

なさい」と言ったことはありません

が、子どもは本好きです。

○ いっしょに読もう；

読み聞かせをしましょう。絵本、

物語の本を少しずつ。昔話なども。

いくつになっても、読んでもらうの

はうれしいものです。

おうちの方も本を読みましょう。

学校から借りてきた本や、子ども向

けの本も読んでみてください。共通

の話題が生まれますよ。

一緒に図書館に行ったり、話題の

本をチェックしたり、おもしろいと

思える本に出会える機会をたくさん

作ってあげてください。

○ さりげなく、環境を作る；

いくつになっても、本を読んでも

らうのは、おうちの方のぬくもりが

感じられてうれしいものです。

私は、合間を見つけて物語の本を

少しずつ読んで聞かせたり、風邪で

休んでいるときに昔話を読んでやっ

たりしていました。絵本も、大人が

楽しめるものまでたくさんあります。

機会をとらえて、ぜひ読んであげて

ください。

照れくさかったりして、それが難

しいなら、まず、おうちの方が本を

読みましょう。時には子ども向けの

本を読んでみて、「これおもしろかっ

たよ」などとさりげなく言ってみま

す。いつでも手に取れるように、本

は本棚にしまわずにポンとそこら辺

に置いておきます。
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読書は楽しいもの、自然にそう感

じられる環境が大切です。

一緒に図書館に行ったり、学校か

ら借りてきた本を一緒に読んだり、

読書の楽しみを共有してください。

○ 保護者・司書の先生おすすめの本；

読んであげるのにおすすめの本

『おはなしのろうそく』１～32 ※以下続刊

（東京子ども図書館）

『愛蔵版おはなしのろうそく』１～10

（東京子ども図書館）

ミニサイズの本、昔話や創作のお

話がのっています。幅広い年齢にOK

です。（市立図書館にあります。上小

図書室には、愛蔵版があります。）

子どもたちに読ませたい本

□低学年

『へいわってすてきだね』

（ブロンズ新社：安里有生 作 長谷川義史 絵）

『おこだでませんように』

（小学館：くすのきしげのり 作 石井聖岳 絵）

『ひみつのカレーライス』

（アリス館：井上荒野 作 田中清代 絵）

『としょかんライオン』

（岩崎書店：ミシェル・ヌードセン 作 ケビン・ホークス 絵 福本友美子 訳）

『おさるはおさる』（講談社：いとうひろし 作・絵）

『たんじょうびのライオン』

（金の星社：竹下文子 作 大島妙子 絵）

『３びきのかわいいオオカミ』

（冨山房：ユージーン・トリザビス 作 ヘレン・オクセンバリー 絵 こだまともこ 訳）

□中学年

『ズッコケ三人組』シリーズ（ポプラ社：那須正幹 作）

『ファーブル昆虫記』( ‣ ‣ジャン アンリ ファーブル 著）

『いつもちこくのおとこのこ

－ジョン・パトリック・ノーマン・マクヘネシー』

（あかね書房：ジョン・バーニンガム 作 谷川俊太郎 訳）

『つまんないつまんない』（白泉社：ヨシタケシンスケ 作）

『みえるとかみえないとか』

（アリス館：ヨシタケシンスケ 作 伊藤亜紗 相談）

『どんなかんじかなあ』

（自由国民社：中山千夏 作 和田誠 絵）

『大どろぼうホッツェンプロッツ』

（偕成社：プロイスラー 作 中村浩三 訳）

『ネバーギブアップ！』

（小学館：くすのきしげのり 作 山本孝 絵）

『わたしはなんでも知っている』

（ポプラ社：令丈ヒロ子 作 カタノトモコ 絵）

□髙学年

『ハリーポッター』シリーズ

（静山社：Ｊ・Ｋ・ローリング 作 松岡佑子 訳）

『タケノコごはん』(ポプラ社:大島渚 作 伊藤秀男 絵)

『夏の庭』（徳間書店：湯本香樹実 作）

『りんごかもしれない』（ブロンズ新社：ヨシタケシンスケ 作）

『百まいのドレス』

（岩波書店：エレナー・エスティス 作 石井桃子 訳）

『秘密のスイーツ』（ポプラ社：はやしまりこ 作 いくえみ綾 絵）

『人権の絵本』シリーズ

（大月書店：岩川直樹・喜多明人・満川尚美・岩辺泰吏 作 木原千春 絵）

『子どもに伝える日本国憲法』

（講談社：井上ひさし 著 いわさきちひろ 絵）

『おとなになれなかった弟たちに…』

（偕成社：米倉斉加年 作・絵）

『コロボックル物語』シリーズ（講談社：佐藤さとる 作・著）

『バッテリー』(教育画劇：あさのあつこ作 佐藤真紀子 絵）
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子どもと一緒に読みたい本

『おもしろい！進化のふしぎ

ざんねんないきもの事典』（高橋書店：今泉 忠明 監修）

『超訳こども アドラーの言葉』

（ＫＡＤＯＫＡＷＡ/中経出版：斉藤孝 著）

『おかしな話』『ともだちの話』『かなしい話』

（あすなろ書房：松田哲夫 編）

『いみちぇん』（角川つばさ文庫：あさば みゆき 作 市井 あさ 絵）

『おいしい野菜の見分け方』

（バジリコ株式会社：徳岡邦夫 / 西村和雄 編）

保護者におすすめの本

『ママのスマホになりたい』（ＷＡＶＥ出版：のぶみ 作）

『子どもはみんな問題児。』（新潮社：中川季枝子 作）

『子どもの心のコーチング』（ＰＨＰ文庫：菅原裕子 著）

『自己肯定感を高める子育て』

（大和書房：ダニエル・Ｊ・シーゲル ティナ・ペイン・ブライソン 著）

『先生と親のためのＬＧＢＴガイド』

（合同出版：遠藤まめた 著）

２ 学習の準備 □■

２ 忘れ物が多くて、よく学校から連絡があります。家で声を

かけると、本人はちゃんと用意をしたつもりでいるのですが。

○ 横にいて、見てあげて；

大変でしょうが、はじめは、用意

している横にいて、見てあげてくだ

さい。一つずつチェックして、確認

させてください。手を出さず、忘れ

ている物を用意させてください。全

部できるようになるまで、一緒に続

けてください。

○ 低学年の関わりが大切；

高学年だからもう遅いというわけ

ではないでしょうが、やはり、低学

年（入学時）の親の関わりが大切と

思います。

① はじめは、子どもと一緒に準備

⇒ ② 自分でさせてみて、寝た後

点検

⇒ ③ 自分で確認できるようにし

ていく

というふうになりますよ。
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３ 学校からのお便りや先生からの連絡をなかなか渡してくれ

ません。

○ 専用の入れ物を。たまには

手紙も；

集団生活を始めたときからの子ど

もとの約束が大切と思います。

「この袋に入れよう」とか、「この

かごが、あなたとお母さんのボック

スね」とか、メール箱として作って

おくといいでしょう。

たまには母からの手紙を入れると

かしておくと喜びますよ。

○ 何かワケがあるのかも；

私の子（男、現在高校生）もそう

でした。気になってかばんの中を見

ると、くしゃくしゃにつめこんだず

っと前からのお便りがありました。

学校や交友関係に不満があって言

えなかった時期であったことが後で

わかりました。

そういうこともあるかもしれない

ので、お便りやテストを見せないこ

とに気付いたら、そのことを注意す

るだけでなく、子どものことをよく

見ておくことが大切だと思います。

３ 苦手な勉強 □■

４ 漢字をなかなか覚えられません。時間をかけて練習してい

るのですが……。

５ 字がきたなくて、きれいに書くように言っているのですが、

なおりません。

○ 気持ちの落ち着きを；

うちの子も字が雑なときがありま

した。少し客観的に見ると、子ども

自身がいっぱいいっぱいの（余裕の

ない）時期だったように思います。

字の上手・下手は別として、気持

ちが落ち着いてくれば字も落ちつい

て書けるようになる時期がくると思

います。
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○ 低学年がポイント；

文字の書き方も、低学年がポイン

トです。鉛筆の持ち方、姿勢（背筋、

足の裏、視線）など、何でも基礎が

しっかりできていれば、中・高学年

になって少し雑になってきても元に

戻ります。

あとは、鉛筆の削り方、筆圧など、

親が点検する（目を向ける）ことが

大切だと思います。

○ 小さいうちに、たくさん手

作業を；

きれいに書こうと思っても、手先

や手首のやわらかさがないと、なか

なかうまくいきません。

積み木や粘土、折り紙遊びなどは、

字を書くときに必要な器用さや力の

入れ方・抜き方を身に付けていくう

えで大切な体験です。

はしの持ち方も。最近は、大人で

も上手でない人がいるので、気を付

けなくては。

４ 家庭学習の仕方 □■

６ 他のお宅では、どんな家庭学習をどれくらい（時間）して

いるのでしょうか。宿題しかしないので、心配です。

７ 机に向かって学習をしません。家庭学習を習慣化させるた

めには、どんなことに注意したらいいでしょうか。

８ 家庭学習のさせ方がよく分かりません。

○ 親は、逃げないで；

低学年での生活習慣の付け方がま

ず第一歩目でしょうね。「言うことを

聞かない」とか「しない」と言うの

は、親の逃げではないでしょうか。

やはり、子どもの成長を願うなら、

徹底してさせるのが一番と思います。

子どもを信じ、具体的に語ることが

大切だと思います。

○ 私のそばでしています；

（ ７ について）

わが家では、私が家事をしている

横で、食卓テーブルや居間のテーブ

ルで勉強をしています。自分の部屋

よりいいようです。

テレビ、食事、お風呂の時間を考

えて、お子さんと話し合って決めた

らいいと思います。
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○「生活リズム表」を使って；

上小は、節目節目で「生活リズム

表」を作って、自己点検をする取組

をしています。できているときはほ

め、できていないときはその原因や

改善の仕方について話し合います。

計画の立て方そのものに無理があ

るときは、それに気付いて計画を立

て直すようにすることもいいと思い

ます。無理があると続かないし、点

検の時にウソを言っても意味がない

ですから。

低学年の間は、親の近くで勉強す

ると安心感があるようなので、改め

て自分の机に座るようには言ってい

ませんでした。

○ 家庭でも[視写]は効果的；

毎週金曜日の夜、NHK教育テレビ

で、「子ども手話ニュース」をやって

います。手話も出てくるし、字幕（ふ

りがなつき）も多いので、わかりや

すいです。

中学生の子に、この字幕をノート

に視写（パッと見て、写す）する練

習を提案したら、喜んでやっていて、

なかなか効果がありました（集中力、

聞く力、メモをとる力などがつきま

す）。小学生の高学年でも、やってみ

る価値があると思います。

やる気を引き出す声かけ法
児童支援だより「ふれあい」№5(2007(H19)．10.5) から □■

人が成長するためには、「やる気」がとても大切です。「能力」があってもやる

気がなければその能力は発揮できませんし、逆に、やる気があれば能力を超えた

力を出せることもあります。

《『やる気』を引き出すためには》

○ 「きっとできる」、「失敗したってだいじょうぶ」、「あなたは一人じゃない」

など、子どもが自分を信じ、挑戦意欲を持つような声かけをする。

○ 「～点とる」「～回できるようになる」など、自分なりのめあて（達成したい

目標）を持たせる。（今の自分を見つめ、目標を自分で考え、決めることが大切）
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○ 「いつまでに～ができるようになる。それができたら次は～をめざす」、「そ

のために、毎日、何時～何時まで ～する」、「わからないときは、～に聞く」

など、めあてを達成するための方法、計画の立て方などに気づかせる。

○ 「わからなくて困っている」、「やる気がなくなっている」など、壁にぶつか

っている時を見逃さないで、適切に支援する。

○ めあてを達成できた時には、タイミングを逃さないで、「あのとき～をしたこ

とがよかったね」、「～をし続けたことに感動したよ」、「～ができたことはすば

らしい」など、成果やプロセスを認めて具体的にほめる。

○ めあて達成が不完全な場合は、「～はできている（成果）が、～はできていな

い（課題）」を明確にする。（できていないことだけが目に付きやすいので要注意）

（まず、①どれだけ進歩したか、どれだけ努力したかを認め、ほめる。

次に、②何に取り組めばいいかをはっきりさせて、はげます。）

ということをしてみると効果的だといわれています。

「できた」（達成感）、「こうすればできる（できそう）」、「この点に注意して

がんばればいい」という思いを持たせること（肯定的な展望、スキルの獲得）、

そして、「自分もそうなりたいなあ」と思える友だちや大人がそばにいるこ

と（あこがれのモデルの存在）が、「やる気」を引き出します。

□ 今日で一学期が終わりましたが、こういう節目の日こそ子どもたちのやる気

を引き出すいい機会です。

一学期の間のお子様の努力の成果をしっかり認めていくこと、次に何をめあ

てとすればいいのかを自覚させることで『やる気』を引き出せると思います。

ぜひ『あゆみ』等を活用して努力を認め、励ましていく声かけをお願いします。

９ 高学年になって学習内容が難しくなり、聞かれても答えら

れないときがあるのですが……。
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○ 普段から、ノートや教科書

を見ておく；

急にたずねられると、すっかり忘

れてしまっていてとまどうこと、答

えはわかってもどう教えていいのか

悩むことがあります。特に算数です

が、事前に今、何を勉強中なのか、

ノートや教科書で確認しておくとい

いと思います。

○ いっしょに辞書をを引いた

り、教科書を読んだり；

一緒になって、「ウーン、難しいね

え」ということもあっていいと思い

ます。ただ、さっと国語辞典や漢和

辞典などを持ち出して一緒に調べて

みたり、教科書のどこに書いてある

かページをめくったりして、「こんな

ふうに辞書や教科書を使うとわかる

よ」と、勉強の仕方について身をも

って示すことはできるし、それが大

切だと思います。（親に、心の余裕が

必要ですが。）

５ 体験、将来の夢、
社会への関心 □■

10 習い事（習字、そろばんなど）をさせたいのですが、子ど

もがその気になってくれません。

11 「将来の夢は？」と聞いても、「別に……」としか答えま

せん。親としては「つまらないなあ」と思うと同時に、心配に

なってきます。

○ その気にならないなら、無

理しない；（10 について）

親が、「子どものため」と思って、

早いうちにいろいろなことを学ばせ

たいという気持ちはよくわかります。

いやいや始めたことが、やっている

うちに「その気」になって、だんだ

ん好きになっていった例はよく聞く

ことです。

でも、反対に、「その気」にならな

いまま、いやなことを無理矢理させ

られているということになっては、

お金も時間もむだになります。

卵のカラを破ろうとするヒナと、

外からカラをつついて助けようとす

る行為は同時だと言われています。
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「～してみる気ない？」という提

案をしてあげることはいいことです

が、その子が、今何をしたがってい

るのか、よく見極めることが大切だ

と思います。

「～さんがやっているから」と、

つき合いで習い事を希望する子より

ずっといいかもしれない、と考えて

みるのもいいかも。少なくとも、親

の希望や見栄を押しつけているのだ

ったら、子どもがかわいそうです。

○ 大人が夢を持っているか；

（11 について）

大人が楽しそうにしていなければ、

大人になる楽しみもないのでは。夢

のない話ばかり周りの大人がしてい

たのでは、子どもは夢を持てないか

もしれません。

子どもって、欲求が全て満たされ

ていると、やる気が出ないそうです。

ガマンさせていますか？

12 本やテレビで、いろいろな体験をすることが大切と言って

います。家庭でもいろいろな体験をさせたいのですが、どんな

ことをすればいいのでしょうか。

○ 広報等で、情報を集めよう;

市の広報にいろいろなイベントがの

っています。例えば、地引き網、田

植え・稲刈り、芋掘り、福祉体験な

ど、一年を通していろいろ行われて

います。無料のものがほとんどです。

○ ちょっとした誘い方；

中学生になると、特に男の子は、家

族と出かけるよりも友人と遊んだり

部活だったりと、ふれ合う機会が減

ると思います。今のうちだと思い、

休みの日には家に閉じこもりがちな

子どもを、「ゴミ出し手伝って」とリ

サイクルに行ったり、買い物に誘っ

たり、時間があるときは、ちょっと

遠くに行きたいところを聞いて、ド

ライブに行ったりしています。

○ 大切な３つの体験；

ある講演会で、大切なことは、

①自分の思いどおりにならないとい

う体験、

②お手伝いやボランティアなど、自

分も人の役に立てるという体験、

③自分の力でやれたという体験

をたくさんさせることだと言ってい

ました。なるほどと思いました。（お

金がかかるわけではないし、工夫次

第でいろいろやれそうです。）
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13 ニュースを見たり新聞を読んだりして、社会に目を向けて

ほしいと思っていますが、なかなかそんなふうになってくれま

せん。

○ 「週刊子どもニュース」で

親子の会話；

毎週土曜日の夕方６時過ぎからのN

HK「週刊子どもニュース」を見てい

ます。親しみやすく、大人でもため

になります。

この日は、夕食を食べながら、ニ

ュースについて会話するようにして

います。いっしょに見て話し合うの

がいいようです。

○ 世界地図・地球儀を身近な

ところに；

いろいろな情報が流れているし、

学校でもいろいろな勉強をしていま

すから、国や地域の名前や世界での

出来事について耳にしていると思い

ます。

「耳にした」程度の情報を、地球

儀や世界地図で確認する習慣がある

のとないのとでは、理解の程度は全

然違ってきます。

辞書を引くように、世界地図や地

球儀に親しむことが「家族の習慣」

になると、新聞やニュースへの関心

も高くなると思います。
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家庭での
生活・学習支援

のポイント

５５

５８

６２
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家 庭 で の 支 援 の ポ イ ン ト

今は、こんな時期です

□ 入学後のしばらくの間、生活スタイルの大きな変化に戸惑

う子が出てくることがあります。（そんな時はすぐ学校に相談をしてください）

□ 生活リズムや規範意識を定着させる時期です。「生活を整え

る力」「いい・悪いを判断する力」を育てる必要があります。

□ 言葉が「理解」「想像」「認識」できるという思考活動の基

礎ができる時期ですが、幼児性もまだ残っています。

□ 様々なことに興味・関心をもって、見たい・聞きたい・触

りたい・言いたい…という欲求がどんどんふくらむ時期です。

□ 認められたいという気持ちが強いので、ほめられるとどん

どんやる気が出てきます。

□ 親のすることや言うことを見て自分の行動を決めようとす

る傾向が出てきます。その反面、甘えて愛情を求め、情緒の

安定を図ろうとすることもあります。

□ 自己を客観的に見つめることが不十分で、集団の中で自分

本位な考えを通そうとして、けんかになることがあります。

□ 様々なことを「体で覚える」時期で、幅広い体験や運動遊

びが必要になります。

こんなことを学びます

□ 学校生活や遊びを通して、集団生活のルール（あいさつす

ること、がまんすること、話をしっかり聞くこと、時間を意
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識して行動することなど）の大切さを学びます。

□ 片づけ・用意等、自分のことは自分ですることを学びます。

□ 動・植物とのふれあい（自然体験）を通して、命のふしぎ

さや大切さを学びます。

□ 上級生や地域の方とのふれあい体験(交流・社会体験)等を

通じて、生活や学習に必要なこと、人間関係のつくり方を学

びます。それに伴って使える言葉（語彙）が増えてきます。
ご い

□ 集中して取り組むことのおもしろさや大切さを学びます。

□ 正しい姿勢、鉛筆の持ち方、話の聞き方、発表の仕方、机

上の整理の仕方、ノートの使い方など、これからの学習の基

礎となることを身に付けます。

□ ひらがな・カタカナの読み・書きを学びます。漢字は１年

生で 80字、２年生で 160字学びます。
□ 順序立てて文章を読んだり書いたりしたり、身近な人との

関わりの中で伝え合ったりする学習をします。

□ 具体物を使って、数量感覚や概念を身に付けます。＋・－

の計算の仕方を知り、２年生ではかけ算九九を覚えます。

□ 集団遊びやいろいろな運動の基本になる動きを学びます。

□ パソコンの基本的な使い方（起動・終了・マウスの使い方等）を学びます。

□ 命や言葉の大切さや協力することの大切さ、多様性への気

付き等、人権尊重の基盤づくりを行います。

家庭で心がけたいこと
生活環境づくりの面から

□ 早寝・早起き・朝ご飯、朝のトイレ、家庭学習等を意識し

た生活リズムを「生活リズム表」の取組を生かして定着させ

ましょう。（「生活リズム表」を見えるところに貼っていますか？）

□ いっしょに買い物に行ったり、家事をしたりするなど、い

ろいろな生活体験をさせましょう。家族の一員としての役割

を持たせることも大切です。
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□ 自分のことは自分でできるようにするために、任せ、見守

りながら、自分のできることを増やしていきましょう。

□ 様々な体験･経験をさせ、心を動かす機会や体を動かす機会

を作りましょう。（運動習慣は小さい時からの積み重ねです）

□ 子どもの話を聞き、会話のチャンスを見逃さないようにし

ましょう。（あいさつは会話の第一歩です。習慣づけましょう。）

□ 学校の手紙等を目につくところに貼ったり、地域行事に参

加させたりし、家族の話題になるようにしましょう。

□ 「約束を守る」「いかのおすし」「個人情報を教えない」こ

との大切さや具体的な方法について話題にしましょう。

学習環境づくりの面から
□ 一緒に時間割を確かめ、自分で翌日の用意をさせましょう。

□ 「学習を始める前にテレビを消す」「整理整頓し、必要なも

のだけ出す」等、集中してできる場を工夫してあげましょう。

□ 安心して一人で学習できるようになるまでは、都合がつく

かぎり、子どもが学習している近くにいてあげましょう。

□ 「最後までできたね」、「丁寧に書いてるね」など、ほめる
て い ね い

ところを見つけて、具体的にほめましょう（励ましましょう）。

家庭学習の内容、支援のポイント
□ 音読・読書・日記等、文字に触れる機会を増やしましょう。

□ 宿題（ひらがな、カタカナ、漢字、数字の練習。足し算、引き算、九九の練習）は、決めた時間

「ていねい」「確実」にするよう、声掛けしましょう。

□ 子どもがした学習課題に目を通し、努力のプロセスや少し

の上達を見つけてほめましょう。

□ 宿題がなくても15～30分は机に向かう習慣を付けましょう。

（チャレンジウィークや月末週末課題の時は、時間や内容を増やしてみましょう）

□ 運動や細かい動きはした分だけ上手になります。意識的・

日常的にいろいろな運動や動きをさせましょう。
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家 庭 で の 支 援 の ポ イ ン ト

今は、こんな時期です

□ 語彙が増え、想像力・言葉や概念に対する理解力・認識力

の高まりに伴い、抽象的な思考ができるようになってきます。

□ 好奇心旺盛で活発になり、行動範囲が広がる時期です。ま

た、興味・関心の対象も広がる時期です。

□ 自分を客観的に見るようになり、人との違いに気付き、優

越感・劣等感、あこがれや批判意識をもつことがあります。

□ 親への依存から脱却しはじめ、口ごたえや反抗的な態度が

少しずつ見られるようになります。

□ 性の違いについての意識が芽生えます。男子は仲間意識が

強くなり大勢の集団で遊ぶ傾向、女子は集団遊びをする一方、

少数の「仲よしグループ」をつくる傾向が出てきます。それ

に伴い、集団で都合よくルールを作ることがあります。

□ 第二次性徴を迎え、心身のバランスが崩れ、不安定になる

子がでてくることもあります。

□ 呼吸器･循環器、骨格、神経系統が発達します。それに伴い、

次第に巧みな動きや粘り強い動きができるようになります。

運動能力を高める上で非常に大切な時期です。

こんなことを学びます

□ 遊びや生活の中で起こるトラブルをきっかけに、トラブル

を自分たちで解決するために必要なスキルを学びます。
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□ ３年生から理科、社会科、総合的な学習の時間、外国語活

動が始まります。これらの学びの中で課題設定・解決力、地

域や外国の人・文化・産業・自然に対する理解力、コミュニ

ケーション力、提案力等を育成します。

□ リコーダーの演奏ができるようになります。

□ 四則計算（＋、－、×、÷）をすべて学びます。４年生では、

分数や小数など、少し抽象的な内容を学び始めます。

□ 漢字は３年生で 200 字、４年生で 202 字学びます。６年間
を通して一番多い２年間です。

□ やや長めの文章の読み取りをする中で、筋道を立てて考え

る力や想像力・発想力を高めていきます。

□ 接続語（そして、また、しかし等）の使い方を身に付け、

使える言葉（語彙）がいっそう増えてきます。
ご い

□ 巧緻性や社会性の高まりに伴い、基本となる動きやルール

を意識しての運動に取り組みます。また、３年生から保健も

始まり、「毎日の生活と健康」「体の発育･発達」を学びます。

□ 英語を中心とした外国語を通しての言語や文化について体

験的に理解を深め、音声や表現に慣れ親しみます。ローマ字

と併せて、アルファベットへの慣れ親しみも進めます。

□ 情報機器を活用し、情報を収集・整理する方法を学びます。

□ 低学年からの人権尊重の基盤づくりに加え、障がいのある

方や高齢者との関わり方について学びます。

家庭で心がけたいこと
生活環境づくりの面から

□ 低学年で身に付いたはずの生活リズムが崩れないよう、家

族全員で点検・改善していきましょう。

（中学年らしい「生活リズム表」づくりができるよう支援し、見えるところに貼っておきましょう。）

□ 行動範囲が広がり、親の想像を超えた遊びに発展すること

もあります。交友関係や遊びの内容、持ち物などにも気を配

り、安全で楽しい遊び方をアドバイスしましょう。
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□ 興味・関心のあるものに対する様々な体験･経験をする機会

を作りましょう。

□ 地域行事に積極的に参加させ、地域の方への感謝の気持ち

を育てましょう。

□ 中学年までの運動経験が大きくなってからの運動能力を大

きく左右します。運動の習慣づけをしていきましょう。

□ 理屈を言って反抗的な態度をとるときは、論理的な考え方

を育てるチャンスです。子どもの感情を否定しないで、事実

を順を追って整理していくようアドバイスすると効果的です。

□ 低学年の時と同様、子どもの話をきちんと聞き、会話のチ

ャンスを見逃さないようにしましょう。

（あいさつをはずかしがらずにできるよう、日々の声掛けが大事です）

□ 学校の手紙等を目につくところに貼ったり、学校・地域行

事に参加したりし、家族の話題になるようにしましょう。

□ 計画的にお金を使うことも大切な学習です。おこづかい帳

を渡すなど、使い道をアドバイスしながら、子どもに任せる

部分を増やしていきましょう。

□ 「家庭や社会の約束を守る」「情報をうのみにしない」「個

人情報を守る」「人の中傷をしない」ことを教えましょう。

学習環境づくりの面から
□ 自分で翌日準備ができるよう声掛けしましょう。一人でで

きない時は、一緒に時間割を確かめながら準備させましょう。

□ 自分で「学習を始める前にテレビを消す」「整理・整頓し、

必要なものだけ出す」等、集中できるよう声掛けしましょう。

□ 一人で学習する習慣が身に付いていないようであれば、都

合がつくかぎり親の目や声が届くところで学習させましょう。

学年が上がっても一人でできるようになるとは限りません。

□ 「最後までできたね」「言われなくても勉強を始めたね」「丁寧
て い ね い

に書いてるね」等、具体的にほめましょう（励ましましょう）。
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□ 低学年で身に付いた姿勢、鉛筆の持ち方、机上の整理、ノ

ートの使い方などがルーズにならないように注意しましょう。

家庭学習の内容、支援のポイント
□ 今日の宿題を確認し、どれくらいの時間かかりそうか、ど

ういう順番でするかなどを確認し、見通しをもって計画的に

学習する習慣を身に付けさせましょう。

□ 宿題（計算ドリル、漢字ドリル、辞書を使った意味調べ等）をした

ら自分で見直させましょう。その後、ドリルやノートに目を

通してあげたり、音読やリコーダーを聞いてあげたりして、

努力していることや少しの上達を見つけてほめましょう。

□ 時間をかけてもできない問題では、明日先生に質問するよ

うに声をかけ、翌日、ちゃんと質問できたか確かめましょう。

□ 家族への取材等には、時間をとって応えましょう。

□ 得意分野に挑戦したり、苦手分野を克服したりするなどの

「自学」の時間をつくるよう声かけしましょう。

□ 宿題がなくても40～60分は机に向かう習慣を付けましょう。

（チャレンジウィークや月末週末課題の時は、時間や内容を増やしてみましょう）

□ 運動能力は継続するだけ伸びていきます。意識的・日常的

に運動する機会を作り、努力点を見つけ、ほめましょう。
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家 庭 で の 支 援 の ポ イ ン ト

今は、こんな時期です

□ 言葉の数が増え、概念を理解し、抽象的な思考が深まる時

期です。認識力、分析力、批判力も身につく時期です。

□ 集団としての連帯感が強くなり、親より、友だちとの関係

を重視したがります。集団から疎外されたくないという意識

が強くなると同調行動をとることが多くなります。

□ 自意識が次第に強くなり、特定の友だちを意識し、負けた

くないという気持ちをもつようになります。

□ 自分なりの価値基準をもって判断をするようになりますが、

言葉と行動が一致しない傾向も見られます。不用意な言葉や

情報機器の使い方をすることがあり、ＳＮＳ等での人間関係

トラブルに巻き込まれる可能性が高くなる時期です。

□ 大人のいうことを批判的に受け止めて、指示に素直に従わ

なかったり、社会批判をしたりするようになります。「えこひ

いき」を敏感に感じるようになります。

□ 自分の容姿・能力・性格などについての関心も高くなり、

自分のことを受け入れられず悩むことがあります。

□ 二次性徴が見られる時期で、身体の変化（個人差が激しい）が著しく

性的な興味・関心が高まります。思春期の入口でもあり、心

身のバランスがとれず不安定になることもあります。

□ 骨格や筋力が次第についてきます。粘り強い動きとともに

力強い動き・俊敏な動きもできるようになってきます。
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こんなことを学びます

□ 長文読解や構成を考えて作文を書いたり発表したりするこ

とを通して、論理的に考える力や表現する力を身に付けます。

□ 漢字は５年生で 193字、６年生で 191字学びます。
□ 小数・分数の計算、割合、図形、面積や体積など、いろい

ろな領域で、それまでに身に付けた基礎・基本を応用して考

える問題が多くなります。

□ 理科を通して自然事象や科学的思考について学びます。社

会科では社会の様子や仕組み、持続可能な社会づくりの在り

方やそれらにかかわる自己の生き方を考えていきます。

□ 総合的な学習の時間では、自分で課題を見つけ、各教科で

学んだ知識や技能を生かして解決していく学習を行います。

取材や体験活動で学んだことを整理して自己の生き方を考え、

発表していく場を設定します。

□ 家庭科では、自立した生活が出来るよう、衣食住に関する

学習を行います。

□ 保健・体育科では、運動種目の専門的な技能の基礎を身に

付けるとともに、体と心の成長に関係する「けがの防止」「心

の健康」「病気の予防」について学びます。

□ 音楽科・図工科では、美しいものに感動する心や大切にす

る心などの豊かな情操を育てます。

□ 外国語では、英語を中心とした外国語によるコミュニケー

ションを図る基礎となる力（読む・話す・書く）を高めます。

□ 中学年までの人権教育に加え、安心して生活できる社会の

在り方や自治的な活動の仕方について学び、自他を尊重する

実践行動力を身に付けていきます。
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家庭で心がけたいこと
生活環境づくりの面から

□ 生活リズムがルーズになっているところを改善することは

もちろん、テレビやゲーム、スマホ等の時間を自分でコント

ロールする力を身に付けさせましょう。特に、オンラインゲ

ームやＳＮＳは危険度が高いため、利用する場合には必ず家

庭で約束事を決めておきましょう。（『東中ブロックスマホ共同宣言』を参考に）

□ 任せられる仕事も増えるので、家事を分担して、責任感や

自立心を育てましょう。また、地域行事に積極的に参加させ、

地域へ貢献する気持ちを育てましょう。

□ 時間割や学校からの手紙などを目につくところに貼り、家

族の話題になるようにしましょう。

□ 家族で一緒にニュースを見たり新聞を読んだりして感想を

話し合うなど、情報選択の仕方を確認したり、社会への関心

が高めまったりするような声掛けをしましょう。

（成長モデルと出会い、夢を描いたり、学習することの意味を見つけたりする手がかりになります）

□ 継続的・持続的に体を動かす場面･機会を作りましょう。

□ 体も心も大きく変化し、行動も変化します。アンテナを張

って小さな変化（持ち物、服装、言動、生活リズム等）をキャッチ

し、変化の意味について考えましょう。（月経や精通などをどう

受け止めているかについても関心を持って見ておきましょう。）

□ 友だちとの違いを気にして不安を抱える時期でもあります。

自分のよさに気付かせ、自信をもたせる声かけをしましょう。

学習環境づくりの面から
□ 翌日準備の時間を設定させましょう。忘れ物等が多い場合

は寝る前に必ず声を掛けましょう。

□ 自分で「学習を始める前にテレビを消す」「整理・整頓し、

必要なものだけ出す」ことができているか確かめましょう。
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□ 姿勢、鉛筆の持ち方、机上の整理、ノートの使い方などが

ルーズにならないように時折点検しましょう。

□ 学年が上がったら自分で自然に学習できるとは限りません。

子どもの実態に合わせた声掛けをしていきましょう。

□ 手の届くところに事典や辞書を置いておき、大人も活用し

ている姿を見せましょう。（ニュースに出てくる国や地域を地図や地球儀で確認することも効果的）

□ 家族や地域で外出したり旅行するとき、美術館・博物館・

科学館などをコースに入れるようにして、文化的な環境に自

然に接することができるよう配慮してみましょう。

□ 「言われなくても勉強を始めたね」、「おもしろいテーマで

自学のノートを書いているね」など、ほめるところを見つけ

て、具体的にほめましょう（励ましましょう）。

家庭学習の内容、援助のポイント
□ 中学年で身に付けた「見通しをもって時間配分し、計画的

に学習する習慣」をさらに定着させましょう。

□ 宿題をしたら自分で見直させましょう。その後、ドリルや

ノートに目を通してあげ、努力していることや成果が上がっ

ていることを見つけてほめましょう。

（高学年でも覚えたことを確認してもらえるとうれしいものです）

□ 時間をかけてもできない問題では、明日先生に質問するよ

うに声をかけ、翌日、ちゃんと質問できたか確かめましょう。

□ 得意分野に挑戦したり、苦手分野を克服したりするなどの

『東中ブロック自学メニュー』を参考にしながら、「自学」の

時間が習慣化するよう声掛けしましょう。

□ 高学年になっても読書の習慣や復習・予習の習慣がない子

は中学校で苦労します。宿題がなくても、60～90分は机に向

かう習慣を付けましょう。

□ 生活リズムをくずさない、意識的に運動する機会を作るよ

う声掛けをしましょう。
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１ 2006(H18)年度 日曜学級の記録

学校では同和問題啓発強調月間の保

護者向けの取り組みとして、2日人権講

演会（内田美智子さん；演題『思春期

を乗り越えられる子どもを育てるため

に・・・』）と12日ＣＡＰ保護者向け

ワークショップを実施しました。

内田さんの講演会では、

○ 子どもたちに『食う』『ねる』『遊

ぶ』ことを保障することの重要さ、

○ 『生まれてくれたことを感謝』し

『そこにいることに価値がある』こ

とを周りの大人が伝え続ける大切さ

など、大人として子どもたちへどう

関わり、思春期を乗り越えられるよ

うにするかというお話が聴けました。

内田さんの「育てたように子は育

つ」「思春期の問題は思春期になって
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からでは解決できない。思春期になる

前にどう関わるかが大事。」という言葉

が印象に残りました。

ＣＡＰのワークショップでは、子ど

も向けワークショップでどのような内

容の学習をしたかという話と、子ども

が自分自身の身を守ることができるよ

うになるために周りの大人がどう関わ

るかということについて話を聴きまし

た。子ども向けのワークショップでは、

○ いやなことにはいやという、

○ 危ないことからにげる、

○ 困った時は近くの大人に相談する

といったことについて学習しています。

ご家庭でＣＡＰのことを話題にし、

子どもの身を守る方法について共通認

識していただきたいと思います。

７月２日内田美智子さん人権講演会

アンケート（抜粋）

○ 多くの保護者の方に聞いていただ

きたい講演でした。

‣ ‣○ スライド 音楽 お話の目や耳から入

る言葉や形が大変心地よく、またた

くまに時間が過ぎた気がします。

○ 食事のこと、ほめることいろいろ

考えることがありました。

○ 給食・お弁当・家庭での食の大切

さ、目からうろこでした。

○ 食育は子どもたちだけでなく、親

にも必要だと思いました。

○ 朝夕はほぼ家族５人で食事します

が、子どもを育てる上で必要だと思

いました。５人揃えることに感謝を

忘れていました。

○ 食う、寝る、遊ぶの大切さを改め

て見直そうと思いました。思春期の

問題は全てそれ以前の生活に起因す

るとのことで、耳が痛いお話でした。

○ 『食う』という一番大切なこと、

これからは子どもと二人三脚で取り

組んでいこうと思いました。

○ お話の通り実践できれば大成功と

なるのですが、なかなか難しいので

一つでも多くお聞きしたことを実践

できるように努力したいと思います。

○ 我が子は思春期に入っているので

もう遅いかもしれませんが、育児・

生活を振り返り、問題点を少しでも

解決していけたらいいなと思います。

○ 子どもが低学年の内にこの話を聞

けてよかったと思いました。

○ 思春期とはまだ先のことだと思っ

ていましたが、小さな小さな頃から

の生活（愛情・食事・会話・睡眠な

ど）一つ一つの積み重ねがあって迎

えるものだということがわかり、今

を大切に、子どもに対して、家庭に

対してがんばろうと思いました。

○ 自分を見直す契機となりました。

○ 改めて子どもって宝物だなと実感

しました。

○ 忘れかけていた、子どもを産んだ

時の喜びを思い出せました。

○ 子どもが生まれたときの感動や子
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どもに対してのありがとうという気

持ちを思い起こさせてくれました。

○ 子どもの存在のありがたさを子ど

もに素直に伝えていないことに気づ

きました。今は何をするにもありが

とうの声かけからしています。

○ 赤ちゃんの頃は健康なだけであり

がたいと思ってたのが、今では自分

の感情や気分で怒っているなととて

も反省しました。この気持ちを忘れ

ず毎日の生活していこうと思います。

○ 自分の子はもちろん、どの子も愛

することが大人の役目と思いました。

○ 子育てには明確な道しるべがない

ので、高学年になるにつれ悩むこと

も多く、こういう講演を聞いて自分

を見なおすことができてよかった。

○ 自分の子育てに当てはめてみて思

いあたる節が多く、今後の課題にさ

せていただきたいと思いました。

○ 自分のペースで子育てをしている

ところもあるので反省させられる面

がたくさんあります。２０歳になっ

た我が子が困らないように成長させ

なければいけないと思いました。

○ お手伝いをさせていないので考え

ていこうと思いました。

○ ぜひ父親にも聞いてほしい内容で

した。子どもたちのこれからの育ち

を考える上でとても有意義な講演で

した。今後講演でうかがったことを

われわれ大人が実践していく努力を

しないといけないと思います。

２ 2007(H19)年度 日曜学級の記録

学校では同和問題啓発強調月間の取

り組みとして、6月27日に1年生及び希

望される保護者向けのＣＡＰ講習会を、

7月2日に1年生児童対象のＣＡＰ講習

会を、8日には日曜学級の中で学習参観

・人権講演会（ＰＴＡ学級委員会主催）

・平和集会を実施しました。

保護者向けＣＡＰ講習会にはほとんど

の1年生の保護者の方に、８日の講演会

には６０名参加していただきました。

多数のご参加ありがとうございました。

ＣＡＰ講習会は昨年度全学年で実施

しましたので、今年度は昨年講習を受

けてない1年生を対象に実施しました。

保護者向けのＣＡＰ講習会では、子

ども向けワークショップでどのような

内容を学習するかという話と、子ども

が自分自身の身を守ることができるよ

うになるための周りの大人の関わり方

について話を聴きました。

子ども向けのワークショップでは、

「いやなことにはいやという」「危ない
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ことからにげる」「困ったときは近くの

大人に相談する」といったことを学習

しています。今年度講習を受けた方は

もちろんのことですが、昨年度受けた

方も内容を思いだしていただき、ご家

庭で子どもの身を守る方法について共

通認識してくださればと思います。（略）

人権講演会では、

『子どもたちの健やかな成長を願って

～学校・家庭・地域で取り組む健全

育成～』

と題して、福岡県警察少年課福岡少年

サポートセンター少年育成指導官の金

田律子さんのお話を聴きました。サポ

ートセンターの役割、問題行動や相談

を通して出会った子の事例をもとに、

○ 子どもたちの育ちを支える環境や

ネットワークを学校・家庭・地域が

協働で創っていくことの大切さ、

○ 心に傷を負った子どもたちとの関

わり方についてお話いただきました。

金田さんの

○ 「おとなが『本気』でふつかり『想

い』を受け止めることで、子どもた

ちは『支えてもらっている』『見守っ

てもらえている』と実感できる。」

○ 「子どもの心の根っこを育てる『か

きくけこ（○か感動させる ○き勤労の

大切さを感じさせる ○く工夫させる

○け健康 ○こ行動させる）』」

という言葉が印象に残りました。

講演に参加していただいた方からは、

○ 子どもの話をしっかり聴ける、子

どもが話せる環境を作っておくこと

が大切と思いました。

○ 思春期の問題は今から関わりがき

ちんとできていれば乗り越えられる

かなと思いました。これからも家族

の関わりの時間を大切に、きちんと

向き合い子育てに励もうと思います。

○ 我が家で今抱えている問題だった

ので、具体的で分かりやすかった。

○ 子育てに終わりはないと思った。

○ 子どものＳＯＳを見逃さない目が

自分に養われているか心配になった。

○ 子どもに接するにあたり、気をつ

けたいと思います。

というような感想をいただいています。

３ 2018(H30)年度 日曜学級の記録

学校では同和問題啓発強調月間の保

護者向けの取組の一つとして、６月２

４日に人権講演会（立花高等学校校長

の齋藤眞人さん：演題「『いいんだよ』

は魔法のことば」～寛容の精神が醸成

される社会へ～）を実施しました。
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齋藤さんの講演では、

○ 「できる(１００点・ゴール)」とい

う前提を捨て、「できない（０点・ス

タート）」という前提に立てば、子ど

もがいかに頑張っているかが見える。

○ 「がんばれ、がんばれ」と何度も

言うよりも、一度だけ「よく頑張っ

ているね」という方が、子どもの実

践に向かうエネルギー（自己有用感）

が高まるのではないか。

など、大人として、親として、どのよ

うに子どもたちに関わっていけばよい

のかという話を聴くことができました。

齋藤さんの「わからないときは、『わ

からん』、苦しい時には、『苦しい』、助

けてほしいときには、『助けて』と言え

る社会や家庭を、それに気づくことが

できる大人（親）になっていきたい。」

「いいんだよと言ってあげることが大

切。」という言葉が印象に残りました。

齋藤眞人さん人権講演会

アンケート（抜粋）

○ 本当にいい話で、心が満たされた

感じです。一緒に仕事をされている

先生方にも話を伺いたいです。校長

先生の姿が大人も子どもも動かして

いるのでしょうね。大人が子どもの

何に気づけるか、大切なことですね。

○ 肩の力を抜くことを忘れずに子ど

もと向き合っていきたいと思います。

まずは、自分を認めて相手のことを

認められるようになりたいです。

○ 涙と鼻水でたいへんでした。齋藤

先生の話、本当にすばらしかったで

す。今日の講演を聞けなかった人は、

本当に人生損しています。もっとも

っと来てくれるといいと思います。

○ 私たちの言葉で、子どもを追いつ

めているのかと思った。色々な考え

で言葉をかけたいと思った。

○ どうしても周りと比べ、「できない

こと」に目が向けがちでした。今日

から“できること”を見つけられる

ようにしたいです。…難しいですが。

○ バランスよく生活をしていこうと

改めて思った。しかるべき時、ほめ

るべき時はけじめをもって、信念を

もって取り組みたいと思う。

○ 講演内容がその通り過ぎて、少し

気持ちが楽になりました。毎日、子

どもとのやり取りで不安になること

もありますが、考えすぎず子育てし

ていければいいなと思います。でき

ることが当たり前と思わず、一日一

回でも子どもががんばっていること

をほめてみようと思いました。

○ 涙が止まりませんでした。何事に

も自信がなく“ぼくはできない”“や

っても無理”とばかり言っていた息

子をたくさん誉めて一つ一つできる

ことを増やしていきました。あの頃

は一つできるたびに、心から喜びう

れしく思っていたのに、今できるこ

とが増えるとできて当たり前と思う

ようになり、できないことが目に付

くようになりました。今日の講演、
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本当に心に響きました。

○ 親としても頑張りすぎていました

が、まず自分をほめて、子どもにも

やさしくしたいと思います。

○ すごく為になりました。子どもの

気持ち、これからの子育てにとても

力がもらえました。久々の感動です。

やはり子どもは自分の鏡ですね。

○ 子どもも親も頑張りすぎないでい

いのかなと思いました。少しリラッ

クスして、心にゆとりを持ちたいと

思います。子どもにあまり過度に言

葉をかけないようにしないといけな

いなぁと思いました。

○ とても分かりやすく、ためになり

ました。肩をはって、子どもに接す

るのではなく、力を抜いて関わって

いけたらいいなと思いました。

○ これからずっと続く子育て、この

講演の話を忘れずに、子育てしたい

です。ただ、とても心にささった話

にも関わらず、時間がたつと忘れて

います。また、こういった講演を聞

いて、心に刻みながら子育てができ

たらいいなと思います。

４ 生活リズム表の取組

お う ち の 方 へ

本校では、お子様の育ちを支えてい

くために毎年３回、生活リズムチェッ

クに取り組んでいます。

「またか。」と思われる方もいらっし

ゃるかもしれませんが、子ども自身が

記録をつけやすく、自分でふり返りが

できるようにし、時間手間がなるべく

いらないように改良しているつもりで

す。自己評価表に毎朝チェックをしな

がら取組を進めます。

人間の成長に関して、アメリカの心

理学者のマズローが唱えている説に「人

間の欲求の５段階」という説がありま

す。その中では、人間の欲求には

① 生理的欲求

② 安全の欲求

③ 愛される欲求

④ 承認の欲求

⑤ 自己実現の欲求

という５つの段階があるそうです。

食べる・寝るといった①が満たさ

れると、②の自分の身を守ろうとい

う思いが生まれる。

②が満たされると、③の人を好き

になる・愛されたいと思う気持ちが

生まれる。

人を好きになると、人から認めら

れたいという④の思いが生まれる。

人から認められると、⑤のような

「こんな人になりたい」「こんなこ

とをしてみたい」と思うようになる。
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といったように、一つ一つの段階がク

リアされることで人間は次の段階に進

み成長できるという話です。

以前本校で『いのちと食』をテーマ

に講演していただいた助産師の内田美

智子さんのお話の中にも、「食う・寝る

・遊ぶは子どもの持っている権利。」「思

春期の問題を考える時に、思春期に入

る前に手をさしのべることが大事。」と

いう言葉がありました。

そこで、まず①の生理的欲求を満た

すための取組＝生活リズムの取組を小

学生のうちに充実させたいと考えます。

具体的には、子どもたちは予定表を

作り、ご家庭で見やすく目につきやす

いところに貼っていただき、励ましの

声かけや生活の様子の確かめをしてい

ただくと助かります。その結果を自己

評価表に記入し、自分の力で生活リズ

ムを整えることができるようにしてい

きます。ご協力よろしくお願いします。

５ 生活リズム表の取組の成果について

おうちの方からの感想

○ 生活リズム表のおかげで、時

間を意識するようになったの

で、よかったと思う。

○ 「生活リズム表」のおかげで

自分から意識して早寝・早起き

等、時間を気にするようになっ

てよかったと思う。

○ いい習慣がつくれるように。

もっと時間を決めたら、守れる

ように、もっと手助けできたら

いいと思った。家族一緒にがん

ばれるのでいいと思う。

○ 一週間の目標があることから

生活のリズムをくずしにくい。

生活リズム表と子どもの安全確保の取

組のお願い

子どもたちは生活次第で良くも悪く

も変わります。学校では子どもたちの

成長を願い、

○ 自分の安全や命を守ること、

○ 生活リズムを意識すること

についての声かけをしています。

どちらの取組も2006(H18)より始め

ましたが、子どもたちへの意識づけと

いう面では成果が出てきています。

次ページ以降のグラフは取組をスタ

ートしてからの生活実態調査結果です。

円グラフは2005～2007の『朝食を食

べるか』、『1日のゲームの時間』、『1日

のテレビ視聴時間』、『就寝時刻』の比

較、帯グラフは2015～2018の『朝食

を食べるか』『就寝時刻』『起床時刻』

を示しています。

取組初めの2005～2007では、全体

的に生活改善が進んでいるという結果

が出ていました。しかしながら、2015

～2018のデータを見ると、徐々に生活

リズムが崩れ出していることが見受け

られるようになりました。

子どもたちといろいろ話す中で、「ゲ
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ーム」や「ユーチューブなどの視聴」

等の長時間化という背景が浮かび上が

ってきました。

再度、子どもたちの健やかな成長の

ために生活リズムを整え、『自分の生活

を自分自身でコントロールする』こと

について、ご家庭で話題にしていただ

けたらと思います。

また、見坂トンネルの開通により校

区内、特に学校周辺の交通量が非常に

増加しています。『事故や事件に巻き込

まれないように自分で気をつける』こ

とについても、ぜひ話題にしていただ

けたらと思います。

ἺὓἰἲἿᄀໄᾮ὾ᾤἿၛປࠄἿ࡮͢
ṜṚṚṟभॄ ṜṚṚṠभॄ ṜṚṚớभॄ

【朝ご飯の食べ方】

１…毎日 ２…ときどき食べない ３…ほとんど食べない ４…全然食べない

【ゲームの時間】

１…ほとんどしない ２… 30分ぐらい ３…１時間ぐらい ４…２時間ぐらい ５… 3時間以上

【テレビの時間】

１…ほとんど見ない ２… 30分ほど ３… 1時間ほど ４… 2時間ほど ５… 3時間ほど ６… 4時間以上

【就寝時刻】

１… 9時前 ２… 9～ 10時 ３… 10～ 11時 ４… 11～ 12時 ５… 12時以降
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【全国学力・学習状況調査児童質問紙の結果より】（上：上小 中：福岡県平均 下：全国平均）

【朝食を毎日食べているか】 【就寝時刻】

2015

2016

2017

2018

【起床時刻】

2015

2 0 1 6

2017

2018

２０１７（Ｈ２９）年度より

「朝食摂取率」

「就寝時刻」

「起床時刻」

どの項目も結果が悪くなり、

県平均・全国平均を

下回っています。

各家庭での生活リズム見直し

が必要だと考えます。
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～むすびに～

『子育てナビ』は、保護者の皆様の「子育てに関する悩み」を共有し、学

校・家庭・地域で知恵を出し合って悩みを解決するとともに、将来を担う子

どもたちの育ちを支えるために、上西郷小校区の大人がつながる手だての一

つとして作成しています。

今回改訂版を作成しましたが、今後もこの『子育てナビ』の改訂をとおし

て、「子育てに関する悩み」や「解決方法」について協議できる場を設け、校

区の大人が子どもたちの育ちを支えるサポーターとして、つながることがで

きるようにしていきたいと考えていますし、このことが、コミュニティ・ス

クール上西郷、そして上西郷小校区をよりよいものにすることにつながって

いくと考えます。

今後ぜひ、この『子育てナビ』をご活用いただくとともに、付加修正すべ

き部分についてご意見をお寄せくださることをお願いし、結びの言葉といた

します。
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